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平成19年  中越沖地震で倒壊した木造住宅

問い合わせ：耐震化支援事業について／建築指導課（☎︎ 51・2581）
　　　　　  日頃からの災害対策について／防災危機管理課（☎︎ 51・3116）

地震から を守る特 集

地震での被害の多くは建物の倒壊などによる圧迫死です

　

豊
橋
市
は
、
大
地
震
は
近
年
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら
大
地
震
が
繰
り
返
し

発
生
し
て
き
た
地
で
す
。
特
に
南
海
ト
ラ
フ

沿
い
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
、
１
０
０
～

１
５
０
年
の
間
隔
で
発
生
し
て
お
り
、
こ
の

地
域
に
お
け
る
30
年
以
内
の
大
地
震
の
発

生
確
率
は
70
％
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

平
成
23
年
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震

災
」は
、
想
定
さ
れ
た
規
模
を
は
る
か
に
超

え
る
巨
大
な
地
震
・
津
波
に
よ
り
、
甚じ

ん
だ
い大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
豊
橋
市
で
は

理
論
上
最
大
モ
デ
ル
の
地
震
を
想
定
し
た

被
害
予
測
に
お
い
て
、
最
大
震
度
７
、
最

大
死
者
数
は
４
７
０
０
人
、
全
壊
・
焼
失

棟
数
６
万
８
０
０
０
棟
と
極
め
て
大
き
な

被
害
を
予
想
し
て
い
ま
す
。 

も
し
豊
橋
市
で
大
地
震
が

起
こ
っ
た
ら
・
・
・ 

■
阪
神
淡
路
大
震
災      

８
割
が
圧
迫
死

　

平
成
７
年
に
発
生
し
た「
阪
神
淡
路
大
震

災
」で
は
、
６
４
０
０
人
以
上
の
方
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
８
割
以
上
が
、
倒
れ
て

き
た
建
物
や
家
具
に
よ
る
圧
迫
死
で
す
。
安

全
な
は
ず
の
自
宅
の
倒
壊
に
よ
り
、
逃
げ
る

間
も
な
く
多
く
の
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
の
大
地
震
に
学
ぶ

　いつどこで被害にあうか分からない震災。尊い命を守り、被害を少しでも小さくするために、
今やらなければならない「備え」とは何かを考え、地震対策を進めましょう。

　

建
物
の
地
震
対
策
と
し
て
、
耐
震
化
を
支
援
す
る

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
建
築
指
導

課
（
東
館
３
階
）
で
は
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の

相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

軸
組
工
法
ま
た
は
伝
統
工
法
の
２
階
建
て
以
下
の

木
造
住
宅（
２

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

×
４
工
法
、プ
レ
ハ
ブ
工
法
は
対
象
外
）

を
、
愛
知
県
に
登
録
し
て
い
る
「
愛
知
県
木
造
住
宅

耐
震
診
断
員
」
が
、
無
料
で
耐
震
診
断
し
ま
す
。

対
象　

次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
建
物
①
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
②
一
戸
建
て
住

宅
、
店
舗
等
併
用
住
宅
（
住
宅
以
外
の
用
途
が
延
床

面
積
の
２
分
の
１
未
満
に
限
る
）、
長
屋
住
宅
、
共
同

住
宅
（
貸
家
を
含
む
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
③
現
在
、

人
が
住
ん
で
い
る
（
入
居
予
定
の
な
い
空
き
家
、
取

り
壊
し
予
定
の
建
物
は
対
象
外
）

　

診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が
低
か
っ
た
場
合
４
つ
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

　（
上
限
１
２
０
万
円
）

　

耐
震
改
修
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

診
断
で
判
定
値
が
1.0
未
満
と
な
っ
た
木
造
住
宅

②
木
造
住
宅
段
階
的
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

　（
上
限 

１
段
階
目
60
万
円
、
２
段
階
目
30
万
円
）

　

段
階
的
耐
震
改
修
工
事
（
※
１
）
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

耐
震
化
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
制
度
な
ど
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■
東
日
本
大
震
災        

 

　
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害

　
「
東
日
本
大
震
災
」で
は
死
因
の
９
割
以

上
が
、
津
波
に
よ
る
水
死
で
し
た
。
石
巻
港

（
宮
城
県
）で
は
、
地
震
が
発
生
し
て
か
ら
わ

ず
か
39
分
で
津
波
の
最
大
波
が
到
達
し
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

地
震
発
生
時
に
は
迅
速
な
避
難
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

地
震
か
ら
命
を
守
る
に
は
？

　

命
を
地
震
か
ら
守
る
第
一
歩
は
、ま
ず「
わ

が
家
の
状
態
を
知
る
こ
と
」で
す
。
昭
和
56

年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
は
、
一
般

的
に「
耐
震
性
が
低
い
」と
言
わ
れ
、
倒
壊
す

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　

建
築
物
の
被
害
は
、
死
傷
者
発
生
の
大

き
な
要
因
で
あ
る
ば
か
り
か
、
津
波
か
ら
の

避
難
、
救
急
活
動
な
ど
の
阻
害
の
原
因
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。 

　

自
分
の
命
を
守
り
、
家
族
の
命
を
守
る
た

め
に
も
、
ま
ず
は
無
料
耐
震
診
断
で
自
宅
の

弱
点
を
把
握
し
、
必
要
な
と
こ
ろ
を
重
点

的
に
補
強
す
る
な
ど
、
す
ぐ
に
地
震
対
策

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
の
時
は
、
た
と
え
建
物
が
無
事
で
も
、
食

器
棚
、
冷
蔵
庫
な
ど
が
転
倒
し
た
り
、
テ
レ
ビ
や

電
子
レ
ン
ジ
が
飛
ん
だ
り
、
時
計
や
照
明
器
具
が

落
ち
て
き
た
り
す
る
な
ど
、
普
段
私
た
ち
が
使
う

家
具
が
凶
器
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
の
中

を
見
渡
し
て
、事
前
に
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
家
具
の
配
置
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　

寝
室
の
ベ
ッ
ド
や
布
団
の
上
に
家
具
が
倒
れ
て

こ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。「
家
具
が
倒
れ
る
方

向
に
ベ
ッ
ド
を
置
か
な
い
」「
倒
れ
て
も
届
か
な
い

位
置
に
置
く
」
な
ど
、
家
具
の
配
置
に
も
工
夫
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
避
難
口
と
な
る
出
入
口
付
近

を
ふ
さ
が
な
い
家
具
の
配
置
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
を
し
ま
し
ょ
う

　

窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
り
、
食
器
棚
が
倒
れ
た
り

し
て
、
破
片
が
飛
び
散
る
と
大
変
危
険
で
す
。
割

れ
た
ガ
ラ
ス
で
ケ
ガ
を
し
な
い
た
め
に
、「
ガ
ラ
ス

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
」
を
貼
り
ま
し
ょ
う
。

■
重
い
物
は
低
い
所
へ
配
置
し
ま
し
ょ
う

　

食
器
棚
の
中
の
陶
器
や
ガ
ラ
ス
で
で
き
た
大
き

く
て
重
い
も
の
、
ま
た
、
本
棚
の
百
科
事
典
や
図

鑑
な
ど
の
重
い
本
は
下
段
に
入
れ
る
な
ど
、
家
具

全
体
の
重
心
を
下
げ
て
倒
れ
に
く
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
具
の
固
定
を
し
ま
し
ょ
う

　

家
具
の
転
倒
を
防
ぐ
た
め
に
金
具
や
ベ
ル
ト
な

ど
を
使
っ
て
、
固
定
を
し
ま
し
ょ
う
。
主
な
固
定

方
法
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

あ
な
た
の
お
宅
は
、
お
済
み
で
す
か
？

家
の
中
の
地
震
対
策

※
右
図
以
外
に
も
固
定
方
法
は
あ
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
地
震
の
被
害
を
小
さ
く
す
る
た

　

め
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま

　

し
ょ
う

テレビや冷蔵庫はベルト、
チェーンを使い固定しま
しょう

照明器具は揺れや落下によ
り電球などが割れて危険で
す。チェーンやワイヤーな
どを取り付けましょう

タンスや食器棚はＬ字金具
で固定し、ストッパーを敷
きましょう

※
１ 

工
事
費
や
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
耐
震
工
事
を
２
段
階
に
分
け
て
行
う
こ
と
。

１
段
階
目
と
し
て
判
定
値
を
0.3
以
上
ア
ッ
プ
し
、

か
つ
0.7
以
上
と
す
る
、
２
段
階
目
と
し
て
判
定
値

を
1.0
以
上
と
す
る
耐
震
工
事

対
象　

診
断
で
判
定
値
が
0.7
未
満
と
な
っ
た
木
造
住
宅

③
木
造
住
宅
解
体
工
事
費
補
助
（
上
限
20
万
円
）

　

取
り
壊
す
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

診
断
で
判
定
値
が
0.7
未
満
と
な
っ
た
木
造
住
宅

④
木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
費
補
助

　（
上
限
30
万
円
）

　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
（
※
２
）
を
整
備
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
２  

地
震
時
に
住
宅
倒
壊
か
ら
人
命
を
守
る
こ
と
を

　

目
的
と
し
、
住
宅
内
の
一
部
に
耐
震
性
の
高
い
空

　

間
を
確
保
す
る
も
の

対
象　

65
歳
以
上
、
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
方
が
居

住
し
、
診
断
で
判
定
値
が
1.0
未
満
と
な
っ
た
木
造
住
宅

①
非
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
補
助
制
度　

　

耐
震
診
断
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
上
限
は

一
戸
建
て
住
宅
、
共
同
住
宅
、
延
床
面
積
に
よ
り
異

な
る
た
め
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
の
対
象
と
同
じ

②
非
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
補
助

　

耐
震
改
修
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
上

限
は
一
戸
建
て
住
宅
、
共
同
住
宅
、
延
床
面
積
に
よ

り
異
な
る
た
め
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　

診
断
で
判
定
値
が
0.6
未
満
と
な
る
非
木
造
住
宅

非
木
造
住
宅
補
助
制
度

3
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東
三
河
と
豊
川

　

豊
橋
市
・
豊
川
市
・
新
城
市
お
よ
び
設
楽
町

に
ま
た
が
る
豊
川
は
、
昭
和
43
年
の
豊
川
用
水

の
全
面
通
水
に
よ
っ
て
東
三
河
の
ほ
ぼ
全
域
が

流
域
圏
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
恩
恵
に
よ
っ
て
豊
川
の
水
が
届
か
な
い

地
域
で
あ
っ
た
渥
美
半
島
は
、
全
国
で
も
有
数

の
農
業
地
帯
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
動
車
産
業
を
始
め
と
す
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
の
工
業
生
産
も
、
豊
川
の
水
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
住
む
東
三
河
は
、
豊

川
の
恵
み
と
と
も
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

今
も
続
く
水
不
足

　

し
か
し
、
東
三
河
は
水
不
足
で
悩
ん
で
き
た

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

豊
川
は
流
域
面
積
が
小
さ
く
、
川
の
長
さ
も

短
い
た
め
、
雨
が
降
っ
て
も
短
時
間
で
海
に
流

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
降
っ
た
雨
を
安

定
的
に
確
保
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
昨
年
は
大
き
な
渇
水
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
昨
年
の
夏
に
は
宇
連

ダ
ム
の
貯
水
が
ほ
ぼ
底
を
つ
き（
貯
水
率
０
・
８

％
）、
計
55
日
間
に
お
よ
ぶ
節
水
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
な
ど
、
し
ば
し
ば
深
刻
な
水
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

森
を
守
る
努
力

　

安
定
的
に
水
を
確
保
し
、
渇
水
を
防
ぐ
に
は
、

水
を
蓄
え
る
森
林
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
豊
橋
市
は
、（
公
財
）豊
川
水
源
基

金
が
行
う
水
源
林
保
全
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
の
「
水
源
林
保
全
流
域
協
働
事

業
」は
水
道
料
金
の
一
部（
1
ｔ
に
つ
き
1
円
相

当
額
）
を
原
資
と
す
る
も
の
で
、
間
伐
に
加
え
、

広
葉
樹
の
植
樹
に
よ
る
人
の
手
の
か
か
り
に
く

い
森
林
づ
く
り
、
水
源
林
の
保
全
を
行
う
人
材

の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

水
の
恵
み
に
感
謝
し
て

　

水
は
生
命
を
育
み
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か

に
し
て
く
れ
る
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

豊
川
の
恵
み
を
将
来
に
わ
た
っ
て
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
こ
の
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

と
き
　
10
月
22
日
㈭
午
前
8
時
～
午
後
5
時

頃
※
プ
レ
ー
開
始
時
間
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
時

間
は
変
わ
り
ま
す　

と
こ
ろ
　
名
倉
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ（
北
設
楽
郡
設
楽
町
大
字
東
納

庫
）　

内
容
　
受
付
後
、
順
次
プ
レ
ー
を
開

始
し
ま
す
。
プ
レ
ー
終
了
後
は
、
小
久
保
晴

代
さ
ん（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）に
よ
る
「
ゴ

ル
フ
で
健
康
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
話

を
行
い
ま
す　

定
員
　
37
組
１
４
８
人（
申

込
順
。
1
組
4
人
ま
で
）　

参
加
料
　
１
千

円（
別
途
プ
レ
ー
代（
昼
食
代
含
む
）と
し
て
、

名
倉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
５
３

８
０
円
、
ビ
ジ
タ
ー
８
３
８
０
円
必
要
）

申
し
込
み
　
9
月
30
日
ま
で
に
名
倉
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ（
☎
０
５
３
６
・
65
・
０
３
４
１
）

問
い
合
わ
せ
　
設
楽
町
役
場
企
画
ダ
ム
対
策

課（
☎
０
５
３
６
・
62
・
０
５
１
４
）

い
の
ち
を
支
え
る
　
貴
重
な
資
源
と
し
て
の
豊と

よ
が
わ川

問
い
合
わ
せ	

�

政
策
企
画
課（
☎
51
・
３
１
５
３
）

間伐のようす

渇水時の宇連ダム

■近年における豊川の
　節水（取水制限）の状況
実施年 実施日数

平成13年 120 日

平成14年 56 日

平成15年 73 日

平成18年 38 日

平成25年 55 日

平成26年 10 日
※�実施年において、複数発生して
いる場合は累計日数を示す
実施日数には節水解除日を含む

水
源
地
イ
ベ
ン
ト

設
楽
町
長
杯
健
康
づ
く
り

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
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平
成
27
年
10
月
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）を

通
知
し
ま
す

　

み
な
さ
ん
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
お
知
ら
せ
す
る
「
通
知

カ
ー
ド
」
を
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
発
送
し
ま
す
。
年
金
や
税
の
申
告
な

ど
で
使
う
重
要
な
書
類
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
通
知
カ
ー
ド
は

　
住
所
地
に
郵
送
し
ま
す

Ｑ
通
知
カ
ー
ド
を
無
く
し
た
場
合
は
？

Ａ
市
役
所
市
民
課
（
西
館
1
階
）
で
通
知
カ
ー

ド
の
再
交
付
の
申
請
が
で
き
ま
す
（
有
料
）。

通
知
カ
ー
ド
に
か
わ
り
個
人
番
号
記
載
の
住
民
票
の
写

し
で
も
手
続
き
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■マイナンバー制度に関する説明会
　※時間は午後 7 時〜 8 時（9 月 14 日は午後 2 時〜 3 時）

保管期間満了や、
転居により届か
なかった場合

マイナンバー
広報用ロゴマーク
「マイナちゃん」

市民のみなさん

通知カード（見本）

市役所

J  ｰ  LIS
マイナンバー管理機関

（国の委託機関）

通知カード

　

現
在
、
お
住
ま
い
の
場
所
と
住
民
票
の
住
所
が

異
な
る
場
合
に
は
、
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
９
月
末
ま

で
に
住
所
異
動
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
（
Ｄ

Ｖ
な
ど
の
被
害
者
で
住
所
異
動
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
方
は
事
前
に
市
民
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

■
通
知
カ
ー
ド
は

　
簡
易
書
留
で
届
き
ま
す

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
（
Ｊ‒

Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
か
ら
転
送
不
可
の
簡
易
書
留
で
送
付
し

ま
す
。
留
守
の
場
合
は
、
郵
便
局
の
お
知
ら
せ
に

従
っ
て
再
配
達
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
（
保
管

期
間
満
了
の
場
合
は
市
役
所
に
返
戻
さ
れ
ま
す
）。

簡
易
書
留
の
中
身
は
、
世
帯
全
員
の
「
通
知
カ
ー

ド
」「
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
書
と
返
信
用
封

筒
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
書
類
」

の
３
種
類
で
す
。

■
住
基
カ
ー
ド
、
住
基
カ
ー
ド
向
け

　
電
子
証
明
書
の
発
行
を
終
了
し
ま
す

　

平
成
27
年
12
月
22
日
を
も
っ
て
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
発
行
を
終
了
し
ま

す
。
住
基
カ
ー
ド
向
け
電
子
証
明
書
の
発
行
も
同

日
終
了
し
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
ご
利
用
の
住
基
カ
ー
ド
、
電
子

証
明
書
は
有
効
期
限
満
了
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

Ｑ
通
知
カ
ー
ド
が
届
か
な
い
場
合
は
？

Ａ
簡
易
書
留
の
受
取
期
間
に
受
け
取
り
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
や
、
住
所
変
更
し
た
場
合
は

市
役
所
に
返
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
平
成
28
年

１
月
以
降
に
受
け
取
る
場
合
は
、原
則
再
交
付
扱
い（
有

料
）
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

　

開
催
し
ま
す

平
成
28
年
1
月
か
ら
運
用
が
始
ま
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
何

の
た
め
に
導
入
さ
れ
る
の
か
、
い
つ
・
ど

の
よ
う
に
使
う
の
か
、
個
人
情
報
保
護
は

大
丈
夫
か
な
ど
、気
に
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

日
程
な
ど　

左
表　

参
加
料　

無
料　

申

し
込
み　

不
要　

問
い
合
わ
せ　

行
政
課

（
☎
51
・
２
０
２
７
）

簡易書留

個人番号　123456789012
氏　　名　●●  ●●
住　　所　▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
■年■月■日生　性別　★　豊橋市長
発行　　　平成●年●月●日

通知カード

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
／
国
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５

７
０
・
20
・
０
１
７
８
）、

通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と
／
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
43
・
５
５
０
５
※
10
月
１
日
か
ら
）、
市
民
課（
☎
51
・
２
２
６
５
）

とき ところ 定員
（先着順）

9月14日㈪ 市役所東 85・86 会議室（東館 8階） 200 人

9月17日㈭ 大清水まなび交流館「ミナクル」
（大清水町字彦坂） 93 人

9月18日㈮ 東部地区市民館飯村分館
（飯村南四丁目） 150 人

9月25日㈮ 男女共同参画センター「パルモ」
（神野ふ頭町ライフポートとよはし内） 100 人

9月29日㈫ 石巻地区市民館（石巻本町字市場） 100 人
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■
特
定
健
康
診
査
の
目
的

特
定
健
康
診
査
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症

や
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
健
診
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
人

を
守
り
、
あ
な
た
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
に

は
、
ま
ず
「
自
分
の
健
康
が
あ
っ
て
こ
そ
」

で
す
。

■
年
に
1
度
は
特
定
健
康
診
査
を

　

受
け
ま
し
ょ
う

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か
ど
う
か

は
、
見
た
目
や
自
覚
症
状
だ
け
で
は
判
断

で
き
ま
せ
ん
。
年
1
回
定
期
的
に
健
診
を

受
診
し
、
検
査
値
を
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
自
分
の
健
康

状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う（
表
１
・
表
２
）。

■
集
団
健
診
日
の
日
程

集
団
健
診
を
受
診
す
る
場
合
は
、

特
定
健
康
診
査
受
診
券
、
保
健
衛

生
事
業
の
ご
案
内
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
日
程
・
実
施
場
所
を
確
認
し
、

健
康
増
進
課
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

　

原
因
と
予
防

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、

運
動
不
足
や
食
べ
す
ぎ
、
喫
煙
な

ど
の
不
適
切
な
生
活
習
慣
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
不

適
切
な
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
予
防
・
解
消
が
可
能
で
す
。

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
し

た
方
、
そ
の
危
険
度
が
高
い
方
に

は
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
支

援
「
特
定
保
健
指
導
」を
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

■
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
は

　

医
療
保
険
者
が
実
施
し
ま
す

豊
橋
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方

は
、
各
医
療
保
険
者（
健
康
保
険

証
の
発
行
者
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

豊
橋
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
方
へ

健
診
は
一
日
、健
康
は
一
生
。特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を

受
け
て
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ　

‌�

健
康
増
進
課（
☎
39
・
９
１
４
１
）

■表 2　特定健康診査の受診方法
健診期間 平成28年3月15日まで（一部の方は異なります）

受診場所

◦医療機関／市内実施医療機関
◦集団健診／特定健康診査受診券など参照
◦人間ドック併用／市内契約 6医療機関
◦JA 集団人間ドック併用／市内 JA 各支店（組合員以外の
方も受診できます）

対象

豊橋市国民健康保険に加入している昭和 15 年 10 月～昭
和 51 年 3月生まれの方
※4月1日現在の加入者には受診券を送付済みです。4月2日
以降に加入した方は健康増進課までご連絡ください

健診料 無料（人間ドック併用の場合は差額の費用が必要です）

その他

受診方法・場所などの詳細は、特定健康診査受診券、本紙
5月 1 日号と同時配布の「保健衛生事業のご案内」、本紙
6月 1日号 2・3ページ、ホームページ（ http://www.city.
toyohashi.lg.jp/15147.htm）をご覧ください。予約が必要
な医療機関があります。人間ドックの検査内容については、
各医療機関にお問い合わせください

※今年度75歳となり、年度途中で後期高齢者医療制度に加入する方は、誕生月
により受診券の発送時期や健診期間が異なります。昭和15年4～9月生まれの
方は、誕生日の翌月末に受診券（後期高齢者医療制度のもの）を発送します。昭
和15年10月1日～昭和16年3月15日生まれの方は、特定健康診査の受診券を
発送済みですが、健診期間が誕生日前日までとなります

■表 1　特定健康診査の検査内容
腹囲測定 身体計測 尿検査

おへその高さで腹囲
を測定し、内臓脂肪
の蓄積状態を確認し
ます

身長・体重を計測し、
肥満度がわかる BMI
を測定します

糖尿病のリスクをみる
ための「尿糖」、腎臓
の機能や尿路の状態を
みるための「尿たんぱ
く」を調べます

採血 血圧測定 問診

高血糖や脂質異常のほ
か、肝臓・腎臓の機能
を確認するための血液
検査を行います

動脈硬化を引き起こ
す恐れのある高血圧
の状態になっていな
いかを確認します

現在の健康状態や既
往歴などを医師が確
認します

※�一定の基準の下、医師の判断により、貧血検査、心電図検査、眼底検査を行う
場合もあります

応
募
作
品
４
７
４
点
の
中
か
ら
優
秀
作
品（
金
・

銀
・
銅
賞
、
佳
作
）12
句
を
選
出
し
ま
し
た（
敬
称

略
。
選
者
は
五
十
音
順
）。
優
秀
作
品
は
、
市
の

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
ほ
か
、
健
康

づ
く
り
事
業
で
広
く
活
用
し
ま
す
。

鈴
木
順
子（
豊
橋
番
傘
川
柳
会
）選

金
賞「
健
診
を 

逃
げ
て
ど
う
す
る 

さ
あ
行
こ
う
」高
橋
良
子

銀
賞「
ベ
ル
ト
穴 

一
つ
減
っ
た
と 

Ｖ
サ
イ
ン
」ベ
ル

銅
賞「
三
食
で 

み
ん
な
健
康 

自
慢
で
す
」福
井
さ
き
子

鈴
木
如
仙（
や
し
の
実
川
柳
社
）選

金
賞「
腹
八
分 

二
分
が
メ
タ
ボ
の 

防
波
堤
」筧
昌
宏

銀
賞「
手
料
理
で 

理
想
の
腹
囲 

キ
ー
プ
す
る
」太
田
き
み
子

銅
賞「
た
っ
ぷ
り
な 

野
菜
で
メ
タ
ボ 

さ
よ
う
な
ら
」竹
本
カ
ヲ
ル

■
表
彰
式

と
き　

8
月
28
日
㈮
午
後
1
時
30
分　

と
こ
ろ　

保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー（
中
野
町
字
中
原「
ほ
い
っ

ぷ
」内
）

■
応
募
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す

と
き
／
と
こ
ろ　

8
月
18
日
㈫
～
31
日
㈪
／
市
役

所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
東
館
1
階
）、
9
月

30
日
㈬
ま
で
／
保
健

所
・
保
健
セ
ン
タ
ー

メ
タ
ボ
川
柳

優
秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
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相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

催し情報

楽しむ・学ぶ
	くろしおファミリーキャンプデー

とき：10月3日㈯午後2時～4日㈰午前

10時※1泊2日　ところ：少年自然の家（伊

古部町字下リ）　対象：5歳以上の子ども

と保護者　内容：家族でテントに泊まっ

てキャンプを楽しみます。希望者は火お

こしやアウトドアクッキング教室に参加で

きます　定員：8家族（申込順）　参加料：
20歳以上70円、19歳以下20円（テント

などの借用物品を希望する方およびアウ

トドアクッキング教室に参加する方は別

途料金必要）　申し込み：8月21日から少

年自然の家（☎21・2301）

	自然体験プログラム☆遊びイベント21
ウォークラリーと大鍋でつくる芋煮

とき：10月10日㈯午前9時30分～午後2時　

ところ：少年自然の家（伊古部町字下リ）　

対象： 5歳児～中学生と保護者　内容：コー

ス図を持ってスタートし、チェックポイン

トでクイズの答えを探しながらゴールを

目指すウォークラリーです。ゴール後は

大鍋でつくる芋煮を食べます　講師：清

水勝之さん（日本キャンプ協会野外活動

指導者）　定員：60人（抽選）　参加料：1

人400円（材料費）　持ち物：軍手、タオ

ル、帽子、水筒　申し込み：8月15日～

30日に少年自然の家（☎21・2301）

	おはなしのへや
日程など：下表　内容：ボランティアや図

書館スタッフによる紙芝居や絵本の読

み聞かせ　参加料：無料　問い合わせ：
中央図書館（☎31・3131）

■各地区市民館など（各 40 分）
　対象は小学生以下と保護者

とき ところ
9 月 5 日㈯
午前 11 時

北部地区市民館
（大村町字仲川原）

9 月 12 日㈯
午前10時30分

二川地区市民館
（大岩町字東郷内）

9 月 12 日㈯
午前 11 時

中部地区市民館
（東松山町）

9 月 18 日㈮
午前 11 時

南陽地区市民館
（草間町字平東）

9 月 19 日㈯
午前 11 時

牟呂地区市民館
（東脇二丁目）

9 月 19 日㈯
午後 3 時

市民文化会館
（向山大池町）

9 月 26 日㈯
午前 11 時

アイプラザ豊橋
（草間町字東山）

青陵地区市民館
（南牛川二丁目）

東部地区市民館
（岩屋町字岩屋下）

■中央図書館（各30分。木曜日は20分）
とき 時間 対象

毎週火曜日
午前 11 時 1 ～ 3 歳児と

保護者毎月最終
水曜日

毎月第1・2・
4木曜日

午前10時・
10時30分・
11 時

1 歳 6 か 月 以
下 の 子 ど も
と保護者

毎週土曜日 午 後 2 時・
3 時

小学生以下と
保護者
※午後3時30

分からは外
国の絵本で
どなたでも

毎月第 2
土曜日

午前 10 時
45 分、午後 
3時30分（※）

毎月第 3
土曜日 午前 11 時 5 歳児～小学

生と保護者

毎週日曜日 午後 2 時 小学生以下と
保護者

   

	親子で作ろう！手作りおもちゃ
とき：第2土曜日午前10時～11時30分　

ところ：つつじが丘地域福祉センター（佐

藤五丁目）　対象：1 歳児～小学2 年生と

保護者　内容：画用紙、のり、はさみ、

クレヨンなどを使って工作をします　定
員：20 人（先着順）　参加料：無料　申し
込み：不要　問い合わせ：豊橋市社会福

祉協議会（☎52・1111）

	おもちゃ図書館で遊ぼう！
とき／ところ：第1・3土曜日午後2時～4

時30分／あいトピア（前畑町）、第2土曜

日午前10時～正午／つつじが丘地域福

祉センター（佐藤五丁目）　内容：障害の

有無に関わらず全ての子どもたちが、お

父さん・お母さん・友達・ボランティア

と一緒に、いろいろなおもちゃで遊べま

す。また、無料でおもちゃを借りられます　

参加料：無料　申し込み：不要　問い合わ
せ：豊橋市社会福祉協議会（☎52・1111）

	アクアリーナ豊橋　スポーツ教室
とき：9月27日㈰①午前10時～10時55

分②午前11時～11時55分　ところ：アク

アリーナ豊橋（神野新田町字メノ割）　対
象：①年中～年長児②小学1～3年生　

内容：跳ぶ、走るなどのスポーツの基礎

と、かけっこ運動を行います　定員：各

15人（申込順）　参加料：各1,000円（別途

施設利用料必要）　持ち物：室内用シュー

ズ、タオル、飲み物　申し込み：8月15

日からアクアリーナ豊橋（☎31・4781）

	二川宿本陣まつり
ふたがわ歴史講座

とき：9月6日㈰午後1時30分～3時30

分　ところ：二川宿本陣資料館（二川町字

中町）　内容：「150年前、絡
からくり

繰人形付祭

礼山
だ し

車現る」「商家『駒屋』の成長戦略」

をテーマに、二川宿の歴史や文化を学

びます　講師：鈴木章能さん（長崎大学

教授）ほか　定員：50 人（申込順）　受講
料：無料（展示見学の場合は入館料必要）　

申し込み：8月19日午前9時30分から二

川宿本陣資料館（☎41・8580）

催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳しくはお問い合わせください。

豊橋市の「ほの国こどもパスポート事業」対象施設
総合動植物公園、市民プール、視聴覚教育
センター（プラネタリウム）、自然史博物館、
美術博物館、二川宿本陣資料館、青少年セ
ンター（体育館）、こども未来館（まち空間）
※詳細は各施設にお問い合わせください

■大清水図書館（9 月 5 日は各 30 分、
　16 日は各 20 分）
とき 対象

9 月 5 日㈯
午後 2 時・2 時 30 分

小学生以下と
保護者

9 月 16 日㈬
午前10時30分・11時

1 歳 6 か月以
下 の 子 ど も
と保護者



8広報とよはし  平成 27 年 8月15日

どなたでも主な対象 女性 男性 子ども 高齢者 障害者 事業 育児 催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳しくはお問い合わせください。

相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

	ジオガイド養成講座⑤
豊
とよがわ

川の流れはなぜそこに？（ジオツアー）

とき：10月4日㈰午前9時～午後4時（小

雨決行）　ところ：新城市ほか　集合・
解散：豊橋市自然史博物館※バス使用　

対象：中学生以上　内容：本宮山や吉祥

山など、中央構造線を境とする地質と

豊川との関係を探ります　講師：当館学

芸員　定員：25人（抽選）　参加料：300

円　申し込み：9月17日（必着）までに返

信先明記の往復はがきで講座名、参加

者全員の住所・氏名・年齢・電話番号

を自然史博物館（〒441-3147大岩町字

大穴1-238☎41・4747）

本宮山

	勤労者講座　色の世界を楽しもう
オトナのたしなみカラーセラピー講座

とき：8月28日～ 9月25日の金曜日（全

5回）午後7時～8時30分　ところ：勤労

青少年ホーム（神野ふ頭町ライフポート

とよはし内）　対象：市内在住・在勤の

勤労者　内容：心と体と色の関係からよ

り深く自分自身を知り、周囲の人とのコ

ミュニケーション能力を高める方法を学

びます　講師：竹下育子さん（カラーセ

ラピスト）　定員：20人（申込順）　受講
料：1,200円（教材費含む）　持ち物：筆

記用具、色鉛筆（12～14色のもの）　申
し込み：8月25日までに住所、氏名、年齢、

電話番号、勤務先住所・名称を勤労青

少年ホーム（☎33・0555 33・1919

kinroseisyonen-home@city.toyohashi.

lg.jp）

	本陣体験講座　和本を作ろう
とき／コース：9月5日㈯午後1時30分～

2時30分／基本コース「四つ目綴
とじ

」、午

後3時～4時／応用コース「亀
きっ

甲
こう

綴
とじ

」　と
ころ：二川宿本陣資料館（二川町字中町）　

対象：小学5年生以上（小学生は保護者

同伴）　内容：古くから伝わる製本技術で

ある和綴じを用いて、和本作りに挑戦し

ます　定員：各20人（申込順）　受講料：
各300円（展示見学の場合は別途入館料

必要）　申し込み：8月18日から二川宿本

陣資料館（☎41・8580）

	二川宿本陣まつり
菊の節句　重

ちょう

陽
よう

とき：9月2日㈬～13日㈰（7日を除く）午

前9時30分～午後5時　ところ：二川宿

本陣資料館（二川町字中町）　内容：五

節句のひとつ、9月9日の「重陽の節句」

にあわせ、長寿を願う菊のきせ綿
わた

や竹

で作ったオカヅラ人形を飾ります　入館
料：一般400円、小・中・高校生100円　

その他：期間中は、二川地区市民館「つ

るし飾り講座」「折り紙教室」の受講生によ

る、重陽の節句や秋をテーマにした作品

展示も行います　問い合わせ：二川宿本

陣資料館（☎41・8580）

	おもしろサイエンスの日
とき：8月23日㈰午後1時～3時（随時参

加可）　ところ：視聴覚教育センター（大

岩町字火打坂）　内容：サイエンス・ボラ

ンティアと一緒に水ロケットなど、簡単

な工作や科学あそびを体験します　参加
料：無料　申し込み：不要　問い合わせ：
地下資源館（☎41・2833）

	ワークショップ
虹色万華鏡をつくろう

とき：8月25日㈫～ 28日㈮午後 1 時 30

分・2 時30 分　ところ：視聴覚教育セン

ター（大岩町字火打坂）　内容：分光シー

トで、ふしぎな万華鏡をつくります　定
員：各10人（先着順）　参加料：無料（材

料費1個100円必要）　問い合わせ：地

下資源館（☎41・2833）

農
家
に
嫁と

つ

い
だ
け
れ
ど
、
今
は
子

育
て
真
っ
最
中
で
、
農
業
に
は
携

わ
っ
て
い
な
い
農
業
女
子
や
、
農

業
に
興
味
の
あ
る
女
性
、
農
家
の

嫁
に
な
り
た
い
方
の
た
め
に
、
少

し
違
う
視
点
で
農
業
を
学
ぶ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

日
程
な
ど　

下
表　

と
こ
ろ　

市

役
所
東
81
会
議
室（
東
館
8
階
）　

定
員　

各
25
人（
抽
選
）　

参
加
料　

無
料　

申
し
込
み　

8
月
21
日
ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
農
業
企
画
課（
☎
51
・
２

４
５
７

info_nogyoukikaku@
city.toyohashi.lg.jp

）

	

お
し
ゃ
れ
に
農　
農
業
女
子
集
ま
れ

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

■おしゃれに農　農業女子集まれ　※時間は午前 10 時～正午
とき テーマ 内容 講師※敬称略

9 月 7 日㈪
農 作 業 で 気
を 付 け た い
メイク術

農 業 女 子 の 大 敵、
紫外線や乾燥対策
などのスキンケア
や、汗に強いメイ
クアップ方法など
を学びます

滝沢利江（コー
セ ー 化 粧 品 販
売 ㈱ 愛 知 支 店
美容課長）

9 月 14 日㈪

家事、子育て、
仕事、自分時
間、全てが叶
う整理収納

整理収納を通して、
自分らしく楽に・
楽しく暮らすコツ
を学びます。子育
てや家庭、仕事に
もいかせます

河合善水（整理
収 納 ア ド バ イ
ザー 1 級）

9 月 24 日㈭

ま ず は 自 分
の PR ！名刺
を 作 っ て み
よう！

自分の PR のため、
キャッチコピーを
考えて名刺を作り
ます

西村新（こいけ
や ク リ エ イ ト
代表取締役）

9 月 28 日㈪

農 業 っ て な
に？辛くて、
厳 し い だ け
じゃない！

美味しい手作りデ
ザートを試食しな
がら、女性農業者
の可能性について
考えます

榎本佐和子（榎
本 は ち み つ ベ
リ ー フ ァ ー ム
代表）
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相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

と
き　

9
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰（
予
備
日
28
日
㈪
）　

と
こ
ろ　

市
民
球
場（
岩
田
運
動
公
園

内
）　

そ
の
他　

雨
天
な
ど
に
よ
り
開
催
期
間
中（
予
備
日
を
含
む
）に
1
試
合
も
成
立
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
入
場
券
を
払
い
戻
し
ま
す
。
入
場
後
に
雨
天
な
ど
に
よ
り
試
合
が
成
立
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
手
持
ち
の
半
券
に
押
印
な
ど
を
し
て
予
備
日
の
入
場
券
と
し
ま
す
。
大

会
期
間
中
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

三
遠
南
信
地
域
と
し
て
交
流
が
あ
る
長
野
県

南
信
州
地
域
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
す
。
南
信
州
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
・
果

物
、
お
い
し
い
郷
土
食
や
特
産
品
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

と
き　

9
月
6
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
4
時　

と
こ
ろ	

豊
橋
駅
南
口
駅
前
広
場（
豊
鉄
渥

美
線
新
豊
橋
駅
前
）

■
南
信
州
特
産
品
市
場

︿
今
が
旬
な
野
菜
・
果
物
﹀

と
う
も
ろ
こ
し
、
て
い
ざ
な
す
、
り
ん
ご
、

梨
な
ど
、
農
家
か
ら
届
い
た
ば
か
り
の
新
鮮

な
野
菜
・
果
物
を
販
売
し
ま
す
。
※
売
り
切

れ
次
第
終
了

︿
南
信
州
の
野
菜
や
果
物
を
使
っ
た
郷
土
食
・

特
産
品
﹀

御ご

幣へ
い

餅も
ち

の
実
演
販
売
、
味
噌
、
漬
け
物
、
り

ん
ご
パ
イ
、
ジ
ュ
ー
ス（
ト
マ
ト
・
梅
な
ど
）、

柚
子
製
品
、
日
本
茶
、
玄
米
パ
ン
な
ど
、
南

信
州
の
野
菜
や
果
物
を
使
っ
た
「
て
づ
く
り
」

の
郷
土
食
・
特
産
品
を
、
こ
の
機
会
に
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。
※
詳
し
く
は
、
ま
ち
な
か
マ

ル
シ
ェ
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
チ
ラ

シ
は
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
ひ
ろ
ば（
東
館
1

階
）な
ど
で
配
布

■
観
光
Ｐ
Ｒ（
南
信
州
観
光
案
内
）

南
信
州
の
14
市
町
村
が
集
い
、
自
然
豊
か
な

南
信
州
の
「
見
る
」「
食
べ
る
」「
遊
ぶ
」に
つ
い

て
、
秋
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
足
湯
無
料
サ
ー
ビ
ス

南
信
州
遠
山
郷
「
か
ぐ
ら
の
湯
」（
飯
田
市
）に

よ
る
足
湯
を
設
置
。
全
国
で
も
珍
し
い
42
・
5

度
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
塩
化
物
泉

は
、「
神
か
ら
の
贈
り
物
」と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

特
別
企
画

南
信
州
下
條
村
の
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
が

豊
橋
に
参
上
！

悪
の
組
織
「
フ
キ
ョ
ー
ダ
」と
戦
い
、
地

域
を
活
性
化
さ
せ
、
景
気
と
元
気
を
守

る
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
地
域
戦
隊
カ
ッ
セ

イ
カ
マ
ン
」が
や
っ
て
き
ま
す
！

	

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
1
部 

	
豊
橋
大
会

	

え
え
じ
ゃ
な
い
か
豊
橋　
ま
ち
な
か
マ
ル
シ
ェ 

	

南
信
州
秋
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン      

in      

豊
橋

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

■ 9 月 26 日㈯

開始時間 組み合せ

第 1 試合 午前 10 時 NEC プラットフォームズ　VS　太陽誘電

第 2 試合 午後 0 時 30 分 トヨタ自動車　VS　戸田中央総合病院

第 3 試合 午後 3 時 デンソー　VS　SG ホールディングスグループ

■ 9 月 27 日㈰

開始時間 組み合せ

第 1 試合 午前 10 時 戸田中央総合病院　VS　NEC プラットフォームズ

第 2 試合 午後 0 時 30 分 SG ホールディングスグループ　VS　太陽誘電

第 3 試合 午後 3 時 デンソー　VS　トヨタ自動車

■入場券

種類 価格 販売場所

一般
前売り券 1,000 円

豊橋市体育協会、豊橋市総合体育館、
ヤマモトスポーツ、オオタスポーツ、
牛田スポーツ、チケットぴあ、ローソ
ンチケット、イープラス

当日券 1,200 円

中・高校生
前売り券 600 円

当日券 800 円

小学生以下 無料

問
い
合
わ
せ	�

豊
橋
市
体
育
協
会（
☎
63
・
３
０
３
１
）、

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
51
・
２
８
６
４
）

問
い
合
わ
せ	�

ま
ち
な
か
活
性
課（
☎
55
・
８
１
０
１

	
http://m

achinakam
arche.sitem

ix.jp/

）

地域戦隊カッセイカマン

ゴールドラッシュ
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	とよはし歴史探訪
歴史的建造物をめぐる

とき：9 月12日㈯ 午 前 9 時 ～ 午 後 4 時　

集合・解散：文化財センター※バス使用　

対象：小学4年生以上（小学生は保護者

同伴）　内容：賀茂神社本殿（県指定文

化財）や愛知大学公館（市指定文化財）、

民俗資料収蔵室（旧多米小学校校舎）な

ど、市内に残る歴史的建造物を巡ります　

講師：望月昭さん（あいちヘリテージマ

ネジャー）　定員：25人（抽選）　参加料：
500円（資料代）　申し込み：8月28日（必

着）までに返信先明記の往復はがき（1

枚2人まで）で講座名、住所、氏名、年齢、

電話番号を文化財センター（〒440-0897

松葉町三丁目1☎56・6060）

	豊橋産米粉でつくる和菓子教室
と き：9 月 17 日 ㈭ 午 後 1 時 30 分 ～ 4

時　ところ：豊橋調理製菓専門学校（八

町通一丁目）　定員：24 人（抽選）　参
加料：700 円（材料費）　申し込み：8月

31日（必着）までに返信先明記の往復

はがき、またはEメールで講座名、参

加者全員の住所・氏名・年齢・電話番

号を農業企画課（〒440-8501住所不要

☎ 51・2464 info_nogyokikaku@city.

toyohashi.lg.jp）

	食
しょっ

改
かい

さんのヘルシークッキング
600kcal以下の満足レシピ

とき：9月29日㈫午前 9 時 40 分～午後

0 時 30 分　ところ：保健所・保健セン

ター（中野町字中原「ほいっぷ」内）　対
象：市内在住の方（未就学児の同伴不

可）　内容：「生活習慣病予防」をテー

マに、白身魚のマリネ、南瓜のきんぴ

ら、野菜の味噌汁、巨峰ゼリーを作りま

す　講師：食生活改善推進員　定員：20

人（抽選。初回優先）　参加料：500円（食

材費）　申し込み：9月8日までに講座名、

郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、

電話番号を健康増進課（☎39・9145

kenko-info@city.toyohashi.lg.jp）

	秋の葦毛湿原観察会
とき：9月13日㈰午前10時～正午　とこ
ろ：葦毛湿原（岩崎町字長尾）　集合・
解散：長尾池公園内東屋　内容：秋を

代表するシラタマホシクサが見頃の県

指定天然記念物「葦毛湿原」と周辺の植

物を、講師の話を聞きながら観察しま

す　講師：豊橋湿原保護の会　定員：60 

人（申込順）　参加料：無料　持ち物：帽

子、飲み物、筆記用具　申し込み：8月

17日から文化財センター（☎56・6060）

葦毛湿原観察会のようす

	朝の歩行運動と
いっせいラジオ体操（豊橋弁版）のつどい

とき：9月6日㈰午前 7 時（雨天順延 13

日㈰）　ところ：岩田運動公園、武道館、

高師緑地、グリーンスポーツセンター、

総合体育館、ほいっぷ　対象：市内在

住の方　内容：ラジオ体操第一の掛け声

を豊橋弁にした豊橋弁版ラジオ体操で

楽しく体操します　参加料：無料　申し
込み：不要　問い合わせ：豊橋市体育協

会（☎63・3031）

	おとなのためのおはなし会
とき：9月7日㈪午前10時～11時　とこ
ろ：アイプラザ豊橋（草間町字東山）　対
象：高校生以上　内容：絵本などを使わ

ず、言葉だけで物語を楽しむおはなし

会です　定員：20人（先着順）　参加料：
無料　問い合わせ：豊橋おはなしろうそ

くの会　野崎（☎46・9554）、中央図書館

（☎31・3131）

	スマホ・ケータイ安全教室
とき：9月12日㈯①入門編／午後2時～3

時②保護者・教員編／午後3時～4時　

ところ：こども未来館ここにこ（松葉町三

丁目）　対象：①小学校 5 年～中学生

②保護者、教員　内容：①スマートフォ

ン・携帯電話を安全に使うためのルール

とマナーをアニメーションなどで学びま

す②子どもたちが上手にスマートフォン

や携帯電話を使うために注意すべきこ

とを、具体的な事例から学びます　講
師：㈱NTTドコモ社員　定員：各40人（抽

選）　参加料：無料　申し込み：8月31

日までに返信先明記の往復はがきで講

座名、住所、氏名、年齢、電話番号を、

こども未来館（〒440-0897住所不要☎

21・5526）※ホームページ（http://www.

coconico.jp/）からも申し込み可

	生活・介護支援サポーター養成講座
とき：9月17日・24日、10月1日・8日・29

日の木曜日午後1時～4時、10月9日～

28日で実習1日あり（全6回）　ところ：牛

川校区市民館（牛川町字中郷）ほか　対
象：市内在住で地域のボランティアに関

心があり、全日程に参加可能な方　内
容：高齢者の身体、心の特徴、関わり

方などを講義や実習を通じて学びます　

定員：20 人（申込順）　受講料：無料　そ
の他：地域の高齢者の見守りや傾

けい

聴
ちょう

など

を行うサポーターとして、任意で市に

登録可。全日程参加者には受講修了証

を発行。詳しくはホームページ（http://

www.city.toyohashi.lg.jp/5010.htm）参

照　申し込み：9月16日までに、さわら

び地域包括支援センター（☎54・3521）　

問い合わせ：長寿介護課（☎51・3134）

	実験ショー　音のふしぎ
とき：9月6日～10月12日の日曜日、祝・

休日午後1時30分・2時30分（各約20

分）　ところ：地下資源館（大岩町字火打

坂）　内容：音の秘密を実験とクイズで

紹介します　参加料：無料　申し込み：
不要　問い合わせ：地下資源館（☎41・

2833）
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	認知症サポーター講座
とき：9月26日㈯午前 10 時～ 11 時　と
ころ：あいトピア（前畑町）　対象：市内

在住・在勤で初めて受講する方　内容：
認知症についての知識や認知症の方へ

の接し方について学びます　講師：キャ

ラバンメイト（講座を受講し、講師役と

して登録した方）　定員：40人（申込順）　

受講料：無料　その他：講座終了時に認

知症サポーターの証「オレンジリング」

をお渡しします　申し込み：9月20日ま

でに住所、氏名、電話番号を豊橋市中

央地域包括支援センター（☎ 54・7170）　

問い合わせ：豊橋市中央地域包括支援セ

ンター、長寿介護課（☎51・2338）

	普通救命講習
とき：9月13日㈰午後1時30分～4時30

分　ところ：中消防署（東松山町）　対象：
中学生以上　内容：急病や事故など応急

手当が必要な場面で、適切な対応ができ

るよう知識、技能を身に付けます　定員：
30人（申込順）　受講料：無料　その他：受

講者には修了証を交付。受講後2年以上

を経過する方も、救命技能の維持向上の

ため再受講をおすすめします　申し込み：
8月15日から中消防署（☎52・0119）

	はばたく街・豊橋
戦災復興から高度経済成長へ

とき：8月29日㈯～10月4日㈰（9月21日

を除く月曜日、9月24日・25日を除く）午

前9時30分～午後7時（土・日曜日およ

び祝日は午後5時まで）　内容：一昨年の

「失われた街・豊橋」、昨年の「よみが

える街・豊橋」に続く完結編で、昭和30

年代に戦災復興を成し遂げ、昭和48年

まで続いた高度経済成長期に発展した

豊橋の街を写真パネルで紹介します

■関連行事
　回想法事業講座　高度経済成長期の豊橋
とき：9 月 9 日 ㈬ 午 後 2 時 ～ 3 時 30 分　

対象：60歳以上の方　内容：戦後復興か

ら高度経済成長期までの豊橋のようす

を当時の写真で説明します。懐
かい

古
こ

ととも

に記憶を呼び戻し、脳を活性化させて

気持ちを元気にします　講師：当館司書　

定員：50人（先着順）　受講料：無料

[共通事項]ところ：中央図書館（羽根井町）　

問い合わせ：中央図書館（☎31・3131）

 

高度経済成長期の豊橋駅前

	ヨソでは聞けない！！商売繁盛の極意
第10期とよはし創業塾

とき：9月26日㈯・27日㈰、10月4日㈰・

10日㈯・11日㈰・30日㈮（全6回）午前9

時30分～午後4時30分　ところ：豊橋商

工会議所（花田町字石塚）　対象：創業

に関心のある方、創業を目指す方、創

業後、間もない方など　内容：儲けるた

めの仕組みや、顧客に選ばれる店舗づく

りといった商売繁盛の極意などを学びな

がら、成長するビジネスプランを実際に

作成する実践型セミナーです　講師：日

野眞明さん（MORE経営コンサルティン

グ㈱代表取締役）　定員：40人（申込順）　

受講料：10,800円（テキスト代・交流会

費含む）　申し込み：9月17日までに申

込書を豊橋商工会議所（ 53・7210）

※申込書は豊橋商工会議所ホームペー

ジ（http://www.toyohashi-cci.or.jp） で

配布　問い合わせ：豊橋商工会議所（☎

53・7211）、市役所商工業振興課（☎

51・2425）

函
館
競
輪
場
で
開
催
さ
れ
る
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
G

Ⅱ
）の
ナ
イ
タ
ー
場
外
発
売
に
合
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せ
て
、
豊
橋
競
輪
場
で
ナ
イ
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
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す
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月
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日
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～
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日
㈰
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5
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～
8
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ど
な
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は
保
護
者
同
伴
）　

入
場
料　
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ナ
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か
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つ
か
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ー
パ
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ボ
ー
ル
す
く
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︿
お
化
ケ
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敷
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地
元
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手
が
お
化
け
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な
っ
て
驚
か
し
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﹇
共
通
事
項
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加
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無
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1
人
1
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限
り
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豊
橋
競
輪
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東
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町
☎
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・
３
１
３
６ 
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w
w

.keirin.toyohashi.aichi.jp/

）
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報
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お化ケイリン屋敷

縁日コーナー
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 	アクアリーナ豊橋　9月レッスンイベント
キックミックス　残暑をけっとばせ！！

とき：9月13日㈰　ところ：アクアリーナ豊橋（神野新田町メノ割）　内容など：下表　定員：各 20 人（申込順）　申し込み：8月15日

からアクアリーナ豊橋（☎ 31・4781）

■キックミックス　残暑をけっとばせ！！
教室名 時間 対象／参加料 内容 持ち物

アクアキックス 午前10時～11時 18 歳以上／ 500 円（別途
プール施設利用料必要）

下半身を引き締める運動を取り入れ
たアクアビクスです 水着、タオル、水泳帽

サッカー教室 午前10時30分～
正午（雨天中止） 小学生／ 1,000 円 経験豊富なインストラクターの指導

でサッカーの上達を目指します
サッカーボール、運動
靴、タオル、飲み物

スイムキックレッ
スン 午後1時～2時

3歳以上（小学2年生以下
は保護者同伴）／ 500 円

（別途プール施設利用料
必要）

泳ぎの基本となるキックを学びます

水着、タオル、水泳帽

フィンキックレッ
スン

午後2時30分～
3時30分

小学 3 年生以上／ 500 円
（別途プール施設利用料

必要）

ダイバーから学ぶ本格的なフィン
（足ヒレ）キック体験です。脚力アッ

プの効果があります
シェイプアップキッ
クボクシング

午後3時30分～
4時30分 18歳以上／500円（トレー

ニングルームは別料金必
要）

下半身強化とシェイプアップに特化
したキックボクシングです 室内用シューズ、タオ

ル、飲み物
エアロキックス 午後5時～6時 下半身を引き締める運動を取り入れ

たエアロビクスです

 	市民スポーツ祭
申込用紙の配布：豊橋市体育協会、武道館、綜合運動場管理事務所ほか　問い合わせ：豊橋市体育協会（岩田運動公園内☎

63・3031）

■市民スポーツ祭
大会名 とき／ところ 対象／参加料／部門 申し込み

グラウンドゴルフ大会 10 月 8 日㈭午前 9 時（雨天順延 9
日㈮）／豊橋球場（豊橋公園内） 市内在住の方／ 300 円／男女別個人戦 9 月 20 日までに参加

料を豊橋市体育協会

卓球大会 10 月 11 日㈰午前 9 時／総合体育
館（神野新田町字メノ割）

市内在住の方（小・中・高校生、大学生を除く）／
1 チーム（2 人）1,000 円

9 月 15 日までに参加
料を豊橋市体育協会

ハンドボール大会 10月18日㈰午前9時／総合体育館 高校生以上／ 1 チーム 3,000 円（当日集金）／
男子の部・女子の部

9 月 18 日までに申込
用紙を申込用紙配布
場所

ラグビーフットボール
大会

11 月 1 日㈰午前 9 時／市民球技場
（岩田運動公園内）

小学生以上／無料／ 15 人制・7 人制ラグビー、
タッチフットラグビー

9 月 27 日までに申込
用紙を申込用紙配布
場所

 	市民大学トラム

講座名 とき／ところ 内容／講師※敬称略 定員（抽選）／受講料 申し込み

こころとカラダの
健康づくり

（全 5 回）

10 月 3 日～ 31 日の土
曜日午前 10 時～ 11 時
30 分／杉山地区市民
館（杉山町字孝仁）

ストレッチングなど、座学と実
技で心身の健康づくりにチャレ
ンジします／尼崎光洋（愛知大学
准教授）

15 人／ 1,500 円 9月15日までに杉山地区市
民館（☎23・2216）

古代史のロマンを
求めて 東部丘陵の
遺跡を学ぶ

（全 5 回）

10月7日～11月4日の
水曜日午前 10 時〜 11
時 30 分／東陵地区市
民館（牛川町字乗小路）

東部丘陵の古墳群、大知波峠廃
寺、石灰焼窯などを、専門の研
究者である講師から学びます。
遺跡実地見学もあります／後藤
健一（湖西市教育委員会文化課課
長）ほか

25 人／ 1,500 円

9月15日までに東陵地区市
民館（☎64・8088）

初歩からのフラワー
デザイン

（全 5 回）

10 月 8 日・22 日、11
月 5 日・19 日、12 月 3
日 の 木 曜 日 午 後 1 時
30 分～ 3 時 30 分／東
陵地区市民館

コサージュ、ハロウィンのアレ
ンジ、収穫祭のアレンジ、クリ
スマス飾り、お正月飾りを初歩
から楽しく作ります／小泉信子

（小泉フラワースタジオ主宰）

20 人／ 1,500 円（別途
材料費10,000円必要）
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 	スポーツ教室
申し込み：8月21日午前 10 時から参加料（おつりのないように用意してください）を豊橋市体育協会（岩田運動公園内☎ 63・

3031）、総合体育館、武道館、綜合運動場管理事務所、各地区体育館、トレーニングセンター、グリーンスポーツセンター

■スポーツ教室

教室名 とき ところ 定員（申込順）／参加料

ボウリング教室
（全 4 回）

10 月 6 日～ 27 日の火曜日
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

岩屋キャノンボウル
（岩屋町字岩屋下） 12 人／ 3,000 円（貸靴使用料含む）

■ 8月後半のイベント　参加料：明記していないものは無料　申し込み：明記していないものは不要
高校生吹奏楽コンサート
とき／出演：8月22日㈯午前 10 時 30 分／藤ノ花女子高等学校、午後 0 時 30 分／豊丘高等学校、午後 2 時／小坂井高等
学校、午後 3 時 30 分／豊橋東高等学校
ここにこ劇場　太鼓と芝居のたまっこ座　元気な太鼓だ！ドン！！ 
とき：8月23日㈰午前 11 時～正午　対象：未就学児と保護者　内容：「春駒太鼓」「ダガヅグ」「カエルびっくり」など太鼓の
響きと、リズミカルで遊び心がいっぱいの舞台です　定員：150 人（先着順。午前 10 時からスタジオA 前で整理券を配布）
企画展　ゴーストの部屋
とき：8月29日㈯～ 9月15日㈫午前 9 時 30 分～午後 5 時（8月は午後 6 時まで）　内容：部屋に入ると、映像を使った不思
議な現象が次々と起こります
親子でアウトドア　ハゼ釣り体験
とき：9月5日㈯午前 9 時～正午　ところ：豊

とよがわ

川　対象：小学生と保護者　定員：15 組（抽選）　参加料：無料（道具レンタル
代・エサ代 1 人 300 円必要）　内容：ハゼ釣りに挑戦します　その他：希望者は地元釣具店スタッフが指導します　申し
込み：8月25日までにホームページから必要事項を入力
■体験プログラム／子育て講座
申し込み：8月31日（必着）までに返信先明記の往復はがきで①番号・講座名（1 通に1 つ）②とき③参加者全員の氏名・
学年（年齢）④代表者の氏名・電話番号を、こども未来館（〒440-0897 松葉町三丁目1）。またはホームページ（パソコン、
携帯電話）内体験プログラム申し込みフォームより必要事項を入力

■こども未来館ボランティア募集
子どもたちの健やかな成長のため、さまざまな分野で活動していただくボランティアを募集します。
活動内容：子どもたちの遊び相手・見守りなど体験のサポート、キッチンでの調理体験のサポート、イベントサポーター、
おもちゃ修理、子育てプラザやここにこサークルでのボランティア　申込先：こども未来館（☎ 21・5525）

紙面では全てのイベント、講座などをお伝えできないため、ここにこでは週 1 回程度イベント、
講座情報をメールで配信しています。詳しくはホームページをご覧ください。

問い合わせ：こども未来館（☎ 21・5525
	 http://www.coconico.jp/）

携帯電話用
ホームページ
QRコード

休館日：水曜日※変更の場合あり

体験プログラム／子育て講座
※詳細はホームページをご覧ください。大人のみの参加はできません

体験 1　間伐材を使ってなんでも棚をつくろう
とき：9月5日㈯　協力：㈱イトコー

体験 4　世界を目指そう！ カヌー体験 in 豊川！
とき：9 月 22 日㉁　協力：石田元子（カヌー日本代表）

体験2　野菜ソムリエとつくろう！新聞型でさつまいものデコ
　　 　 レーションケーキ作り＆さつまいも博士になろう！
とき：9 月 6 日㈰　協力：菱田静代さん（野菜ソムリエ）

子育て 1　1 歳半からの幼児食をつくろう
とき：9 月 18 日㈮　協力：食生活改善推進委員

体験 3　パティシエになろう　モンブランをつくろう
とき：9 月 12 日㈯　協力：マッターホーン

子育て 2　親子で楽しむ素話とわらべうた
とき：9 月 25 日㈮　協力：林吉子さん（おはなしろうそ
くの会）
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■キャラメルボックス2015グリーティングシアター　水平線の歩き方
とき：10月28日㈬午後 7 時開演　内容：母と息子の関係性を通して、家族の絆
の大切さを感じさせる笑いあり涙ありの名作です　脚本・演出：成井豊　出演：
岡田達也、岡田さつき、前田綾ほか　入場料：S 席 4,000円、A 席 3,000円、B 席
2,000円、24 歳以下・高校生以下（B 席）1,000円　チケットの販売：一般／ 9月6
日午前 10 時からプラットチケットセンター、チケットぴあ（☎ 0570・02・9999[P
コード：444-872]）、イープラス（http://eplus.jp/）、会員先行／ 8月22日午前
10 時からプラットチケットセンター　
■オレアナ
とき：12月1日㈫午後 7 時開演、12月2日㈬午後 1 時開演　内容：大学教授と女
子学生。二人だけの研究室で本当は何が起こったのか。世界中で上演され続
けている衝撃作です　作／翻訳：デイヴィッド・マメット／小田島恒志　演出：
栗山民也　出演：田中哲司、志田未来　入場料：全席指定。一般 7,800円、24
歳以下 3,900 円、高校生以下 1,000 円　チケットの販売：一般／ 9 月5日午前
10 時からプラットチケットセンター、チケットぴあ( ☎ 0570・02・9999[Pコード：
445-982])　ほか、会員先行／8月29日午前10時からプラットチケットセンター

［共通事項］その他：24 歳以下券・高校生以下券の販売は、一般発売日午前 10
時からプラットチケットセンターのみ

問い合わせ：	穂の国とよはし芸術劇場「プラット」（西小田原町☎ 39・8810 http://toyohashi-at.jp/）
	 ※チケットの販売などはプラットチケットセンター（☎ 39・3090）

水平線の歩き方　撮影：伊東和則

左：田中哲司、右：志田未来

会員先行でのチケット購入は事前にプラットフレンズへの登録が必要です。詳しくはお問い合わせください。

 	市民大学トラム　愛知大学連携講座
ヒトと糸・布が織りなす世界

日程など：下表　ところ：愛知大学豊橋キャンパス6 号館（町畑町）　内容：糸を紡
つむ

ぐ体験や機械紡績の見学を通して糸と布の特徴

を知り、生活にいかすとともに、この地域の繊維産業の歴史と今を学びます　定員：各 150 人（申込順）　受講料：無料　申込先：
生涯学習課（☎ 51・2850）

■ヒトと糸・布が織りなす世界　※時間は午前 10 時 30 分～正午

とき 講座名 講師※敬称略

9 月 26 日㈯ 綿から糸をつむいでみよう　手つむぎの原理を考える 樋口義治（文学部教授）

10 月 3 日㈯ 道具から機械への糸づくり　糸車からガラ紡までをみる 天野武弘（中部地方産業研究所研究員）

10月10日㈯ 別珍（ベルベット）・コールテンの生産をみる　特殊綿布の世界
阿部聖（地域政策学部教授）

10月17日㈯ 三遠地域の繊維産業の今　学生たちと見た東三河・遠州の綿織物業

 	家庭教育講座

講座名 とき／ところ 対象／定員（抽選）／受講料 内容／講師※敬称略 申し込み

親として子どもに
寄り添うための講
座　子育て力を楽し
くアップ

（全 5 回）

10 月 2 日 ～ 30 日 の
金 曜 日 午 前 10 時 〜
11 時 30 分 ／ 羽 根 井
地区市民館

小学 4 年～中学生の保護者／ 20 人／
1,000円（別途材料費1,000円必要）

思春期の子を取り巻く環
境を知り、今どきの子育
てを学びます。花育や体
操で心と体をリラックス
します／池田信子（上級
プロフェッショナル心理
カウンセラー）ほか

9 月 10 日までに羽根
井地区市民館（羽根井
本町☎ 32・5050
ha-nei@tees.jp）
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	脊
せき

髄
ずい

小脳変性症
多系統萎縮症患者・家族のつどい

とき：9 月25日㈮午後 1 時 30 分～ 4 時　

ところ：保健所・保健センター（中野町字

中原「ほいっぷ」内）　対象：脊
せき

髄
ずい

小脳変

性症や多系統萎縮症の患者と家族　内
容：講演会「脊髄小脳変性症・多系統萎

縮症の病状と治療」、交流会、個別医

療相談（定員5人。8月17日から電話で

申込順）　講師：杢野謙次（市民病院神

経内科部長）　定員：50人（申込順）　参
加料：無料　申し込み：9月24日までに

健康増進課（☎39・9145 38・0770

kenkouzoushin@city.toyohashi.lg.jp）

暮らし情報
支援・医療
	あゆみの会
神経系難病患者・家族のつどい

とき：9月18日㈮午前10時～11時30分　

ところ：保健所・保健センター（中野町字

中原「ほいっぷ」内）　対象：パーキンソ

ン病や脊
せき

髄
ずい

小脳変性症などの神経系難

病の方と家族　内容：「日頃の生活で工

夫している・意識していること」をテーマ

に交流します　参加料：無料　申し込み：
9月17日までに健康増進課（☎39・9145）

	認知症予防　脳の健康教室（後期）
とき／ところ：10月～来年2月。火曜日／つ

つじが丘地域福祉センター（佐藤五丁目）、

水曜日／八町地域福祉センター（八町通五

丁目）、木曜日／あいトピア（前畑町）・牟

呂地域福祉センター（牟呂町字内田）、金

曜日／大清水地域福祉センター（大清水町

字大清水）。時間は午前中（牟呂地域福祉

センターは午後）の30分程度　対象：70 歳

以上の方　内容：簡単な読み書き・計算を

して脳を活性化させ、認知症予防をしま

す　定員：各30 人（申込順）　受講料：各月

額1,500 円（教材費）　申し込み：9 月17日ま

でに豊橋市社会福祉協議会（☎52・1111）

動
植
物
園（
☎
41
・
２
１
８
５
）

■
花
の
ガ
ラ
ス
絵
展

と
き　

8
月
18
日
㈫
～
30
日
㈰　

と
こ
ろ　

温
室
内
イ
ベ
ン
ト

の
へ
や　

内
容　

四
季
折
々

の
草
花
を
使
っ
た
押
し
花

ア
ー
ト
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

風
の
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
を
約
30

点
展
示
し
ま
す

︿
体
験
コ
ー
ナ
ー
﹀

と
き　

8
月
23
日
㈰・
30
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

1
時
～
3
時　

内
容　

ガ
ラ

ス
絵
の
壁
掛
け
を
作
り
ま
す　

参
加
料　

各
２
５
０
円（
材

料
費
）

■
ど
う
ぶ
つ
は
と
も
だ
ち 

　

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

と
き　

8
月
22
日
㈯
午
前
11

時
～
正
午　

と
こ
ろ　

動
物

資
料
館
講
義
室（
西
門
か
ら

の
入
園
が
便
利
で
す
）　

内

容　

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
出

て
く
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
解

説
・
見
学　

定
員　

１
０
０

人（
先
着
順
）

■
1
日
限
定
！
朝
の
動
物
園

と
き　

8
月
23
日
㈰
午
前
7

時
30
分
開
園　

と
こ
ろ　

動

物
園
ゾ
ー
ン（
入
園
は
西
門

か
ら
の
み
。
中
央
門
と
東
門

は
午
前
9
時
か
ら
）　

内
容　

動
物
た
ち
が
獣
舎
か
ら
出
て

く
る
と
こ
ろ
や
、
朝
ご
は
ん

を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

動
物
た
ち
の
よ
う
す
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す　

そ
の
他　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.nonhoi.jp/

）参
照

■
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
展

と
き　

9
月
1
日
㈫
～
6
日
㈰　

と
こ
ろ　

温
室
内
イ
ベ
ン
ト

の
へ
や　

内
容　

誕
生
日
や

結
婚
式
な
ど
人
生
の
記
念
に

な
る
よ
う
な
シ
ー
ン
を
、
花

束
や
ア
レ
ン
ジ
作
品
約
20
点

で
表
現
し
ま
す

︿
体
験
コ
ー
ナ
ー
﹀

と
き　

9
月
6
日
㈰
午
前
11

時
～
午
後
2
時　

内
容　

か

わ
い
ら
し
い
花
の
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
作
品
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
す　

参
加
料　

1

千
円（
材
料
費
）

自
然
史
博
物
館（
☎
41
・
４
７
４
７
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

と
き　

毎
週
土
・
日
曜
日
午

後
1
時
・
2
時（
各
約
25
分
）　

内
容　

イ
ン
ト
ロ
ホ
ー
ル
、

常
設
展
示
室
の
見
ど
こ
ろ
を

最
近
の
話
題
を
ま
じ
え
、
わ

か
り
や
す
く
案
内
し
ま
す

休
園
日　

月
曜
日（
月
曜
日

が
祝
・
休
日
の
場
合
は
翌
平

日
）　

参
加
料　

明
記
し
て

い
な
い
も
の
は
無
料（
総
合

動
植
物
公
園
入
園
料
必
要
）　

駐
車
料
金　

普
通
車
２
０
０

円
、中
・
大
型
車
４
０
０
円　

申
し
込
み　

不
要

の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
の
催
し 

豊
橋
総
合
動
植
物
公
園

動
物
た
ち
の
暑
さ
対
策

　

暑
い
夏
、
動
物
た
ち
も
各
々

の
方
法
で
暑
さ
を
乗
り
切
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
日
陰
に
寝
そ

べ
る
と
い
っ
た
一
般
的
な
方
法

の
他
に
、
ア
ム
ー
ル
ト
ラ
は
プ
ー

ル
に
浸つ

か
り
体
を
冷
や
し
ま
す
。

　

カ
ン
ガ
ル
ー
は
手
足
を
舐な

め

て
、
濡
れ
た
部
分
が
乾
燥
す
る

際
の
気
化
熱
で
、
体
温
を
下
げ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
物
た
ち
の

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
見
る
の

も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
か
ら

こ
ん
に
ち
は

腕を舐めるカンガルー

アムールトラの水浴び

ゾウはどうやってごはんを食べているのかな？
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情
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■
外
国
人
母
子
保
健
相
談

と
き　

7
日
㈪
午
前
9
時
30
分
～
11
時　

対

象　

外
国
人
の
乳
幼
児
と
保
護
者　

内
容　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い
て
の
相
談
、
乳

幼
児
の
身
体
測
定　

定
員　

4
組（
申
込
順
）　

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳　

そ
の
他　

ポ
ル

ト
ガ
ル
語
・
英
語
の
通
訳
が
い
ま
す

■
赤
ち
ゃ
ん
と
小
学
生
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会

と
き　

10
日
㈭
・
14
日
㈪
・
18
日
㈮
午
前
9

時
30
分
～
10
時
30
分　

対
象　

4
～
11
か

月
の
乳
児
と
保
護
者　

内
容　

磯
辺
小
学
校

5
年
生
の
、
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習

で
の
交
流
、
育
児
相
談
、
体
重
測
定　

定
員　

各
15
組（
申
込
順
）　

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
パ
パ
マ
マ
教
室

︿
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
﹀

と
き　

13
日
㈰
午
前
9
時
30
分
～
午
後
0
時

30
分　

対
象　

妊
婦
と
夫　

内
容　

妊
娠
中

の
栄
養
の
話
、
出
産
と
育
児
の
話
、
赤
ち
ゃ

ん
の
抱
き
方
や
お
む
つ
交
換
な
ど
の
実
技　

定
員　

20
組（
申
込
順
）　

持
ち
物　

母
子
健

康
手
帳

︿
テ
ィ
ー
ン
ズ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
﹀

と
き　

15
日
㈫
午
後
1
時
30
分
～
4
時　

対

象　

20
歳
未
満
の
妊
産
婦　

内
容　

妊
産
婦

の
生
活
、
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
き
方
や
お
む
つ
交

換
な
ど
の
実
技
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

遊
び
、
産
後
の
簡
単
な
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操　

定
員　

20
組（
申
込
順
）

と
こ
ろ　

保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
（
中
野

町
字
中
原「
ほ
い
っ
ぷ
」内
）　

参
加
料　

無
料　

申
込
先　

こ
ど
も
保
健
課（
☎
39
・
９
１
６
０
）

支
援
・
医
療

相談内容（対象など） とき／定員（申込順）／担当※敬称略 ところ 問い合わせ（申込期間）

多重債務者相談
（債務整理の相談など）

月～金曜日（祝・休日を除く）
午前 10 時～午後 4 時 30 分

市役所安全生活課
（東館 2 階）

安全生活課☎ 51・2305
※電話相談も可

月～金曜日（祝・休日を除く）
午前 9 時～午後 4 時 30 分 愛知県東三河消費生活

相談室（愛知県東三河
総合庁舎 1 階）

愛知県東三河消費生活相
談室☎ 52・0999 
※電話相談も可［弁護士相談］第 2・4 水曜日

午後 1 時～ 4 時（予約制）

消費生活相談
（消費者トラブル、架空請求など）

月～金曜日（祝・休日を除く）
午前 10 時～午後 4 時 30 分

市役所安全生活課
（東館 2 階）

安全生活課☎ 51・2305
※電話相談も可

月～金曜日（祝・休日を除く）
午前 9 時～午後 4 時 30 分

愛知県東三河消費生活
相談室（愛知県東三河
総合庁舎 1 階）

愛知県東三河消費生活相
談室☎ 52・0999 
※電話相談も可

土・日曜日（祝・休日を除く）
午前 9 時～午後 4 時

愛知県消費生活総合セ
ンター（愛知県自治セ
ンター 1 階）

愛知県消費生活総合セン
ター☎ 052・962・0999
※電話相談も可

警察安全相談
（暮らしの安全に関わる相談）

月～金曜日（祝・休日を除く）
午前 9 時～午後 5 時 －

警察本部相談コーナー 
プッシュホン☎♯ 9110、
ダイヤル回線☎052・953・ 
9110

行政相談
（国や特殊法人に対する苦情、

不満、要望など）

第 1 ～ 4 木曜日（祝・休日を除く）午後 1
時～ 3 時／行政相談委員

市役所安全生活課
（東館 2 階）

安全生活課☎ 51・2304
※電話相談も可

■休日（多重）債務整理相談
とき：8月23日㈰午前 9 時～正午、午後 1 時～ 3 時　ところ：市役所国保年金課（西館 1 階）　対象：市内在住で、消費者金融やク
レジットなどの返済に困っている方（既に完済した方を含む）　内容：弁護士による過払い金返還や債務整理についての無料相
談　定員：10 人程度　申し込み：8月14日から国保年金課（☎ 51・2288）※状況に応じて当日受け付けも可

相
　
　
　
談

楽
し
む
・
学
ぶ

保健所・保健センター
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相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

楽
し
む
・
学
ぶ

相
　
　
　
談

相談内容（対象など） とき／定員（申込順）／担当※敬称略 ところ 問い合わせ（申込期間）

生活習慣病予防（糖尿病・高血
圧など）の栄養相談

（市内在住の方）

8 月 27 日、9 月 10 日・24 日の木曜日午
前 9 時～午後 5 時／管理栄養士

保健所・保健センター
（中野町字中原「ほいっ

ぷ」内）

健康増進課☎ 39・9145
（予約制。各前日まで）

こころの健康相談
（市内在住で、気分が沈み、眠

れないなどのこころの問題で悩
んでいる方）

9 月 3 日㈭・17 日㈭午後 1 時～ 4 時／各
3 人／臨床心理士※相談内容によって、
医師や保健師になることがあります

健康増進課☎ 39・9145
（予約制。各前々日まで）

精神保健福祉相談
（市内在住で、心の病で悩んで

いる方と家族）

9 月 9 日㈬午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分／ 4
人／精神科医

健康増進課☎ 39・9145
（予約制。9 月 7 日まで）

歯科健康相談 9 月 10 日㈭午前 9 時～ 11 時／ 8 人／歯
科医師

健康増進課☎ 39・9145
（予約制。9 月 2 日まで）

法律相談
（女性）

9 月 18 日㈮午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分／
4 人／弁護士

男女共同参画センター
「パルモ」（神野ふ頭町

ライフポートとよはし内）

男女共同参画センター
☎ 33・2822（ 予 約 制。9
月 4 日からの月～土曜日
午前 9 時～午後 3 時）

住宅・建築相談
（建築全般・現住居の不具合・

増改築・耐震相談など）

8月26日～9月16日の水曜日午後1時30
分～4時／各3組／建築士

市役所東901会議室（東
館 9 階）

住宅課☎ 51・2602
（予約制。各前日の午後

3 時まで）

住宅・建築相談
（測量・登記相談など）

9月16日㈬午後1時30分～4時／3組／
土地家屋調査士

住宅課☎ 51・2602
（予約制。9 月 15 日の午

後 3 時まで）

農家（農事）相談 9 月 7 日㈪・24 日㈭
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

市役所農業委員会室
（西館 3 階）

農業委員会
☎ 51・2950

不動産相談
（不動産の売買、賃借などの契

約やトラブル、空き家の活用）

9 月 7 日㈪午後 1 時～ 4 時（1 組 45 分）／
4 組

市役所安全生活課
（東館 2 階）

安全生活課☎ 51・2304
（予約制。8 月 24 日午前 8

時 30 分から）

司法書士による相続登記相談
（不動産の相続・贈与など）

9 月 14 日㈪午後 1 時～ 4 時（1 人 30 分）／
6 組

安全生活課☎ 51・2304
（予約制。8 月 31 日午前 8

時 30 分から）

弁護士による法律相談

9 月 11 日㈮午後 1 時～ 4 時（1 組 30 分）／
6 組

つつじが丘地域福祉セ
ンター（佐藤五丁目）

豊橋市社会福祉協議会
☎ 54・0294（予約制）

9月24日㈭午後1時～4時（1組30分）／
6組

牟呂地域福祉センター
（牟呂町字内田）

9月24日㈭午後1時30分～3時（1組30分）／
3組

愛知県東三河県民相談
室（愛知県東三河総合
庁舎 1 階）

愛知県東三河県民相談室
☎ 52・7337（ 予 約 制。9
月 10 日午前 9 時から）

水曜日（祝・休日を除く）午後1時～4時
（1組30分）／6組

市役所安全生活課
（東館 2 階）

安全生活課☎ 51・2304
（希望日の 2 週間前の午

前 8 時 30 分 か ら ※ 祝・
休日の場合は、その前日
から）

市民相談
（生活上の悩み事など）

月～金曜日（祝・休日を除く）
午前9時～午後5時（受け付けは午後4時
30分まで）

市役所安全生活課
（東館 2 階）

安全生活課☎ 51・2300
※電話相談も可

相談内容は秘密厳守。気軽にご相談ください。
※記載のない相談費用は無料。申し込みが必要な場合は申込期間が明記してあります

相　談
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どなたでも主な対象 女性 男性 子ども 高齢者 障害者 事業 育児 催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳しくはお問い合わせください。

相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

募集
詳細は募集要綱などをご覧ください。

	来年4月入園の保育園・
認定こども園・幼稚園の園児

市内の各保育園・認定こども園・幼稚園

では、9月1日㈫から願書・入所申込書

を配布し、10月1日㈭から受け付けします。

保育内容などは各園でご確認くださ

い。各園の一覧はホームページ（http://

www.city.toyohashi.lg.jp/17957.htm）に

掲載しています。保育園、認定こども園

の入園手続きなど詳細は、本紙9月1日

号でお知らせする予定です。

問い合わせ：保育課（☎51・2322）

	愛知県立農業大学校
平成28年度学生

愛知県立農業大学校（岡崎市美合町）の

広大な施設で、実践的な農業を学ぶこ

とができます。平成27年度末には新寮

が完成予定です。Ｕターン就農希望者

も歓迎します。

募集学科／定員：農学科／ 100 人　修
業年限：2年　専攻：鉢物・緑花木、切花、

作物、果樹、露地野菜、施設野菜、酪農、

養豚・養鶏　その他：入試日程など詳細

はホームページ（http://www.pref.aichi.

jp/noudai/）参照　問い合わせ：愛知県

立農業大学校教育部学務科（☎0564・

51・1602）

	高齢者向け優良賃貸住宅
アネシス・サイトウの入居者

所在地：花田町字斉藤75-4　入居者資
格：60歳以上の単身世帯または夫婦世

帯など　間取り／家賃／募集戸数：1LDK

（約48㎡）／48,500～66,000円／2戸（申

込順）　住宅の概要：鉄筋コンクリート

造6階建（バリアフリー化対応）　入居時
期：随時　その他：家賃は所得に応じ決

定します。風呂・トイレ・寝室に設置さ

れた緊急非常ボタンによる緊急時対応

サービスや水センサーによる安否確認

サービスが利用できます　申込先：住宅

課（☎51・2602）

	市立看護専門学校学生
■看護第1科
募集人員：40 人（推薦入学者を含む）　

受験資格：①高等学校または中等教育

学校卒業者（来年 3月卒業見込者を含

む）、または同等以上の学力があると認

められた方②本校の個別入学資格審査

に合格した18歳以上の方　試験：学科／

来年2月3日㈬、面接／2月4日㈭

■看護第2科
募集人員：40人　受験資格：①高等学校ま

たは中等教育学校卒業者で、准看護師免

許を取得した方（取得見込者を含む）②高

等学校衛生看護科の卒業者（来年3月卒業

見込者を含む）で准看護師免許を取得した

方（取得見込者を含む）③高等学校または

中等教育学校卒業者以外（中学校卒業者）

で准看護師免許を得てから3年以上業務

に従事している方④18歳以上で本校の個

別入学資格審査に合格した准看護師免許を

取得した方（取得見込者を含む）　試験：学

科／来年1月27日㈬、面接／1月28日㈭

[共通事項]願書受付：看護第1科／来年1

月4日㈪～20日㈬、看護第2科／1月4日

㈪～18日㈪。いずれも土・日曜日および

祝日を除く午前9時～午後5時　受験料：
各10,000円　出願書類の請求：封筒に

希望の科を表書きし、140円切手を貼っ

た返信先明記の返信用封筒（角形2号）

を同封して郵送または直接、市立看護

専門学校（〒441-8085青竹町字八間西

100-3☎33・7891）

情報あれこれ
	市営墓地使用者のみなさんへ
こんなときは手続きが必要です

墓地の適正管理のため、使用者が死亡、

住所変更などをした場合や、納骨、改葬、

墓石の改築、墓地の返還などをする場

合には必ず手続きをしてください。また、

墓地は祖先の安住の地です。美しい墓

地を保つために、清掃・草取りなどの維

持管理は各自でしっかりと行いましょう。

問い合わせ：福祉政策課（☎51・2369）

	子育て支援プレミアム商品券の
販売期限が迫っています

子育て支援プレミアム商品券の販売は

8月31日㈪までです。7月1日に発送し

た購入券が届いた対象世帯で購入を

希望する方は、市役所こども未来政策

課（西館 3 階）で購入してください。詳

細 は ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.city.

toyohashi.lg.jp/18661.htm）または本紙

5月1日号4ページをご覧ください。

問い合わせ：こども未来政策課（☎51・

2325）

	接骨院・整骨院・鍼
しん

灸
きゅう

院の
施術内容の点検を行います

医療費の適正化を図るため、柔道整復・

鍼灸マッサージ（接骨院・整骨院・鍼灸

院）にかかった施術内容の点検を行いま

す。点検業務の委託先（ガリバー・イン

ターナショナル㈱（大阪市北区豊崎））か

ら施術内容を確認する手紙が届いたら、

期限までに回答をお願いします。

対象：豊橋市国民健康保険加入者　問
い合わせ：国保年金課（☎51・2285）

	二川宿本陣まつり「大名行列」
お姫様役が決まりました

二川宿本陣まつり「大名行列」のお姫様

役として45 人の応募がありました。審

査の結果､ 雅姫役に白井優希さん（豊

橋市）、琴姫役に佐藤直香さん（豊橋市）

が選ばれました。2人は11月8日㈰の「大

名行列」や来年2月の「ひなまつり」など

の行事に参加する予定です。

問い合わせ：二川宿本陣資料館（☎41・

8580）

左：雅姫役　白井優希さん
右：琴姫役　 佐藤直香さん

楽
し
む
・
学
ぶ

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ
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相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

楽
し
む
・
学
ぶ

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

■
市
営
住
宅　
9
月
の
募
集

申
込
資
格　

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
①
市
内
在
住
ま
た

は
在
勤
②
持
家
が
な
く
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
③
下
表
の
収
入
基

準
以
下
④
暴
力
団
員
で
な
い
⑤
市
営
住
宅
に
係
る
未
納
の
家
賃
な
ど

が
な
い
※
単
身
者
は
別
途
申
込
資
格
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
に

よ
っ
て
は
別
途
申
込
資
格
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す　

入
居
日　

11

月
1
日
㈰　

抽
選
日
／
と
こ
ろ　

9
月
18
日
㈮
午
後
1
時
30
分
／
名

豊
ビ
ル（
駅
前
大
通
二
丁
目
）　

申
し
込
み　

9
月
1
日
～
10
日（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）に
申
込
用
紙
を
直
接
、
豊
橋
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

（
神
明
町　
豊
橋
フ
ロ
ン
ト
ビ
ル
5
階
）※
案
内
書
・
申
込
用
紙
は
9

月
1
日
か
ら
豊
橋
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市
役
所
住
宅
課

（
東
館
3
階
）で
配
布　

そ
の
他　

今
後
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
随
時

本
紙
で
掲
載
予
定
で
す

■
市
営
東
山
住
宅
2
号
棟
特
公
賃
住
宅
入
居
者

所
在
地　

大
岩
町
字
北
山　

申
込
資
格　

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
を

満
た
す
方
①
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
②
同
居
の
親
族（
婚
約
者
を
含

む
）が
い
る
③
自
ら
居
住
す
る
た
め
住
宅
を
必
要
と
す
る
④
所
得
月
額

が
15
万
８
千
円
以
上
48
万
７
千
円
以
下
⑤
暴
力
団
員
で
な
い　

間
取

り
／
家
賃　

３
Ｄ
Ｋ
／
7
万
２
千
円　

募
集
戸
数　

1
戸　

申
し
込

み　

随
時
、
申
込
用
紙
を
直
接
、
豊
橋
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

﹇
共
通
事
項
﹈そ
の
他　

申
し
込
み
の
際
に
は
認
印
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
収
入
を
証
す
る
書
類
や
世
帯
構
成
な
ど
に
よ
り
証
明
書
類
な
ど

が
別
途
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
案
内
書
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.toyohashishieijutaku.sala.jp/

）で
ご
確
認
く

だ
さ
い 	

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

問
い
合
わ
せ　

�

豊
橋
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎
57
・
１
０
０
６
）

■総収入金額でみる収入基準早見表（源泉徴収票では、支払い金額が総収入金額になります）
家族数

単身者 2 人家族 3 人家族 4 人家族 5 人家族
区分

一般 296万7,999円 351万1,999円 399万5,999円 447万1,999円 494万7,999円

裁量 388万7,999円 436万3,999円 483万5,999円 531万1,999円 578万7,999円

※裁量とは障害者のいる世帯、家族全員が昭和 31 年 4 月 1 日以前に生まれた方（18 歳未満の方がいる
世帯を含む）、未就学児のいる世帯など

 	差押財産の公売を行います
市税などの滞納により差し押さえをした自動車（下表）を公売します。

入札期間：9月8日㈫午後1時～10日㈭午後11時　代金納付期限：9月18日㈮午後2時

30分　その他：8月17日㈪～9月1日㈫に下見ができます（事前申し込み必要）。滞納市

税完納などにより公売が中止になる場合があります。詳細はホームページ（http://www.

city.toyohashi.lg.jp/4374.htm）参照　申し込み：8月17日午後1時～9月1日午後11 時に

Yahoo!JAPAN 官公庁オークションホームページ（http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/aic_

toyohashi_city/）から入力　問い合わせ：納税課（☎51・2241）

■差押財産の公売

売却区分番号 名称 初年度登録 走行距離（平成 27
年 6 月 30 日時点） 最低入札価額 公売保証金 車検有効期限

15J001 トヨタ　プロボックス 平成 14 年 124,344km 10,000 円 1,000 円 平成27年10月13日

15J002 ニッサン　リバティ 平成 11 年 98,629km 5,000 円 500 円 平成28年5月20日

公売する自動車（左：リバティ、右：プロボックス）
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どなたでも主な対象 女性 男性 子ども 高齢者 障害者 事業 育児 催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳しくはお問い合わせください。

相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

	医学のためご遺体の提供に
ご協力ください

医学生・歯学生の解剖実習のために遺

体を献納していただける方を探してい

ます。献体の登録を希望する場合は（公

財）不老会（☎ 052・203・4580）へご

連絡ください。

問い合わせ：（公財）不老会豊橋市地区 

村田（☎ 25・0138）、健康政策課（☎

39・9111）

	コミュニティバス東部東山線の運行
ダイヤを変更します

9月1日㈫から東部東山線「やまびこ号」

の運行ダイヤを変更します。午後に運

行する第7便・第8便の運行時間帯を1

時間程度繰り下げるとともに、その他の

便についても運行時刻を数分から10分

程度変更します。変更後の運行ダイヤ

についてはホームページ（http://www.

city.toyohashi.lg.jp/10273.htm）でご 確

認ください。

問い合わせ：都市交通課（☎51・2620）

	豊橋商工会議所
無料職業紹介所のご案内

とき：月～金曜日午前9時～正午、午後

1時～5時（受け付けは午後4時30分ま

で）　ところ：豊橋商工会議所無料職業

紹介所（花田町字石塚）　対象：自身の経

験をいかす就職・転職などを考えている

方　内容：豊橋商工会議所会員事業所

への就職を希望する方に、きめ細かな

相談で速やかに就業できるよう求職の

手続きを行います　問い合わせ：豊橋商

工会議所無料職業紹介所（☎53・7211）、

市役所商工業振興課（☎51・2437）

	AED（自動体外式除細動器）を
貸し出しています

貸出期間：原則7日以内　対象：市内で

行うスポーツ大会、講演会など10人以

上の市民が参加する行事で、営利を目

的としないもの　条件：原則として医療

従事者または普通救命講習を受講した

方を、その会場に配置すること　費用：
無料　貸出台数：1行事1台　問い合わ
せ：福祉政策課（☎ 51・2355 http://

www.city.toyohashi.lg.jp/2701.htm）

	漁業調整委員会委員選挙人名簿の
登録申請をしてください

選挙管理委員会では、愛知海区漁業調

整委員会委員選挙人名簿を9月1日現在

で調製します。選挙権のある方は、必

ず登録申請をしてください。

選挙権のある方：1年に90日以上漁業を

営んでいる方（法人を含む）、海区漁業

調整委員会の委員、漁業協同組合・漁

業協同組合連合会の役員（委員・役員に

就任する際、選挙権のあった方）で満20

歳以上の方　登録申請：9月4日までに

申請書を選挙管理委員会（市役所東館5

階☎51・2960）※申請書は選挙管理委

員会で配布

	動物慰霊祭を行います
とき：9月13日㈰午後2時～2時30分（受

け付けは午後1時30分）　ところ：斎場

動物慰霊碑前（飯村町字北池上）※雨天

時は斎場内　対象：市内在住で、動物

の供養をする方　その他：写真供養も行

います。お花以外のお供えはご遠慮く

ださい。車で来場の場合、時間内は車

の出入りができません　問い合わせ：豊

橋市獣医師会（☎26・5171）、保健所生

活衛生課（☎39・9127）

	

市
内
34
か
所
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
に

	

指
定
さ
れ
ま
し
た

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

6
月
30
日
㈫
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
土
砂
災

害
警
戒
区
域
と
し
て
新
た
に
市
内
34
か
所
が
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
で
は
、
が
け

崩
れ
や
土
石
流
な
ど
の
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
今
後
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
な
ど
災
害
時
の
避
難
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

資
料
の
縦
覧
な
ど　

東
三
河
建
設
事
務
所
維
持
管
理

課（
今
橋
町
）、
市
役
所
河
川
課（
東
館
6
階
）、
マ
ッ

プ
あ
い
ち
・
土
砂
災
害
情
報
マ
ッ
プ（

http://m
aps.

pref.aichi.jp/

）、
ち
ず
み
る
豊
橋
・
防
災
マ
ッ
プ
・
土

砂
災
害
情
報
マ
ッ
プ（

http://w
w

w
2.w

agm
ap.

jp/toyohashi/G
0303A

）　

問
い
合
わ
せ　

東
三
河

建
設
事
務
所
維
持
管
理
課（
☎
52
・
１
３
３
２
）、
市

役
所
河
川
課（
☎
51
・
２
５
３
６
）

■土砂災害警戒区域など

指定区域
土砂災害警戒区域
数（うち土砂災害特
別警戒区域数※）

嵩山町字下角庵 2（2）か所
　〃　字上角庵 6（4）か所
　〃　字北貝津 1（1）か所
　〃　字井原 3（3）か所
　〃　字山軍場 1（1）か所
　〃　字桂士 5（5）か所
　〃　字松田 2（1）か所
石巻町字大亀 3（3）か所
　〃　字会下 1（1）か所
駒形町字丸山 3（3）か所
一色町字一色郷 3（2）か所
松井町字松井 2（1）か所
芦原町字芦原 2（2）か所
今回指定 34（29）か所

市内全域 88（77）か所
（今回指定分含む）

※土砂災害警戒区域内で、特に危険な区域と
して指定された土砂災害特別警戒区域で
は、建築物の構造規制や特定の開発行為の
制限などが行われます

楽
し
む
・
学
ぶ

情
報
あ
れ
こ
れ
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相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

	

毎
日
、
野
菜
を
プ
ラ
ス
１
皿

	
9
月
は
食
生
活
改
善
普
及
月
間
で
す

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

■
愛
知
県
は
野
菜
摂
取
量
が

　

全
国
ワ
ー
ス
ト
1
！

成
人
が
1
日
に
必
要
と
す
る
野
菜
の
摂
取
量

は
３
５
０
ｇ
で
、
こ
れ
は
野
菜
料
理
5
皿（
小

鉢
）に
相
当
し
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た

「
平
成
24
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」
の
結

果
で
は
、
大
半
の
都
道
府
県
は
成
人
の
1
日

の
野
菜
摂
取
量
が
、
必
要
量
の
３
５
０
ｇ
に

達
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
愛
知

県
の
野
菜
摂
取
量
は
、
47
都
道
府
県
中
、
最

下
位
と
い
う
大
変
残
念
な
結
果
で
し
た
。
豊

橋
市
だ
け
で
み
て
も
愛
知
県
平
均
と
同
等
の

値
で
し
た
。
豊
橋
は
、
新
鮮
で
美
味
し
い
野

菜
が
手
に
入
り
や
す
い
恵
ま
れ
た
場
所
で
す
。

旬
の
野
菜
を
食
卓
に
並
べ
、
野
菜
を
食
べ
る

機
会
を
少
し
で
も
多
く
持
ち
ま
し
ょ
う
。

■
実
践
！
ベ
ジ
タ
ブ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト

食
事
の
最
初
に
野
菜
を
食
べ
る
「
ベ
ジ
タ
ブ

ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」に
は
、
野
菜
に
多
く
含
ま
れ

て
い
る
食
物
繊
維
に
よ
っ
て
、
一
緒
に
食
べ
た

物
の
消
化
吸
収
を
緩
や
か
に
し
、
食
事
に
よ

る
血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪
の
合
成
を
抑
え
る

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
メ
タ
ボ
対
策
、
糖

尿
病
予
防
、
ス
タ
イ
ル
維
持
の
一
環
と
し
て

取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
野
菜
を
最
初
に

食
べ
る
だ
け
な
の
で
手
軽
に
取
り
入
れ
ら
れ

ま
す
。　

 

■
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
は
？

食
事
は
、
主
食（
ご
は
ん
、
パ
ン
、
麺
類
）、

主
菜（
魚
、
肉
、
卵
、
大
豆
製
品
）、
副
菜（
野
菜
、

き
の
こ
、
海
藻
類
）が
揃
う
と
バ
ラ
ン
ス
が
良

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
食
は
体
や
脳
を

動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
主
菜
は
血
、
筋
肉
、

骨
の
形
成
に
必
要
な
た
ん
ぱ
く
源
、
副
菜
は

体
の
調
子
を
整
え
る
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、

食
物
繊
維
が
豊
富
で
す
。
い
ず
れ
も
体
に
必

要
で
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
毎
食
、
な

る
べ
く
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
揃
え
る
こ
と

を
意
識
し
、
加
え
て
乳
製
品
、
果
物
も
1
日

の
ど
こ
か
で
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
外
食
で
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

家
庭
以
外
で
食
べ
た
り
買
っ
た
り
す
る
外
食
の

機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
飲
食
店

で
食
べ
る
ほ
か
に
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
弁
当
や
惣
菜
を
購
入
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
一
般
的
に「
外
食
」は
、
カ
ロ
リ
ー

や
脂
質
の
過
剰
摂
取
に
つ
な
が
り
や
す
い
と

言
わ
れ
、
食
べ
方
に
注
意
が
必
要
で
す
。
市

で
は
、市
民
の
方
の
健
康
を
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
す
る
飲
食
店
を
「
健
康
づ
く
り
応
援
団
」

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city.toyohashi.lg.jp/5314.

htm

）で
「
健
康
づ
く
り
応
援
団
」に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
目
印
に
、
ぜ
ひ
お
店

に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
飲
食
店
・
お
弁
当
販
売
店
の
方
へ

「
健
康
づ
く
り
応
援
団
」に
登
録
し
、
メ
ニ
ュ
ー

へ
の
栄
養
成
分
表
示
や
栄
養
情
報
を
発
信
し

ま
せ
ん
か
。
登
録
店
に
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
塩
分
な
ど
の
栄
養
成
分
表
示
を

行
う
「
栄
養
成
分
表
示
店
」や
健
康
情
報
の
発

信
を
行
う
「
健
康
情
報
提
供
店
」が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
お
店
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康

的
な
食
生
活
の
応
援
団
と
し
て
、「
健
康
づ
く

り
応
援
団
」に
登
録
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
登
録

店
に
は
、
管
理
栄
養
士
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
の
カ

ロ
リ
ー
計
算
な
ど
を
無
料
提
供
し
ま
す
。
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健康づくり応援団ステッカー

健康とよはしマスコット
キャラクター「ベジけんとくん」

楽
し
む
・
学
ぶ

情
報
あ
れ
こ
れ

問
い
合
わ
せ	�

健
康
増
進
課（
☎
39
・
９
１
４
５
）

乳製品

主菜

汁物
（副菜）

主食
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どなたでも主な対象 女性 男性 子ども 高齢者 障害者 事業 育児 催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳しくはお問い合わせください。

相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

楽
し
む
・
学
ぶ

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

情
報
あ
れ
こ
れ

■
他
人
事
で
は
な
い
病
気「
が
ん
」

が
ん
は
国
民
の
2
人
に
1
人
が
か
か
る
、
決

し
て
他
人
事
で
は
な
い
命
に
関
わ
る
病
気
で

す
。
が
ん
は
全
国
の
死
亡
原
因
第
1
位
と

な
っ
て
お
り
、
豊
橋
市
の
が
ん
死
亡
者
数
は
、

平
成
25
年
で
は
男
性
が
５
１
９
人
、
女
性

が
３
６
８
人
で
す
。
男
女
別
・
部
位
別
に
患

者
数（
り
患
数
※
）を
見
る
と
、
表
1
の
順
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
全
国
の
部
位
別

死
亡
率（
平
成
25
年
）は
肺
が
ん
が
一
番
高
く
、

次
い
で
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
予
測

に
よ
る
と
、
平
成
27
年
に
新
た
に
が
ん
と
診

断
さ
れ
る
患
者
数
は
、
前
年
よ
り
10
万
人
増

加
し
、
部
位
別
で
は
大
腸
が
ん
と
前
立
腺
が

ん
の
り
患
数
が
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

※
り
患
数
と
は
、
新
た
に
が
ん
と
診
断
さ
れ

る
方
の
数
を
い
い
ま
す

■
増
え
て
い
る
大
腸
が
ん

平
成
26
年
度
豊
橋
市
大
腸
が
ん
検
診
受
診
者

2
万
６
５
２
人
中
、
１
２
３
８
人
が
要
精
密

検
査
の
結
果
で
、
そ
の
後
、
精
密
検
査
を
受

け
た
９
８
２
人
中
、
50
人
に
が
ん
が
見
つ
か

り
ま
し
た（
発
見
率
０
・

24
％
）。

大
腸
が
ん
の
増
加
の
背
景
に
は
食
文
化

の
欧
米
化
が
あ
り
ま
す
。
進
行
は
比
較

的
緩
や
か
な
た
め
、早
期
発
見
に
よ
っ
て

ほ
ぼ
完
治
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大

腸
が
ん
の
検
査
は
、
採
便
容
器
を
医
療

機
関
・
集
団（
肺
・
胃
）検
診
会
場
で
受

け
取
り
後
、
2
日
間
分
の
便
を
と
っ
て

医
療
機
関
窓
口
に
提
出
す
る
だ
け
の
簡

単
な
検
査
で
す
。
大
腸
が
ん
を
予
防
す

る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
食
物
繊
維
の
多

い
野
菜
類
を
積
極
的
に
摂
取
し
便
通
を

良
く
し
て
、
年
に
1
回
は
必
ず
検
診
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
は
毎

年
、
子
宮
頸け

い

が
ん
・
乳
が
ん
は
2
年

に
1
度
の
検
診
が
大
切

「
が
ん
検
診
は
時
々
受
け
て
い
る
か
ら

大
丈
夫
」と
思
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
間
違
い
で
す
。

が
ん
は
、
が
ん
細
胞
が
細
胞
分
裂
を
何

度
も
繰
り
返
し
て
徐
々
に
大
き
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
た
っ
た
1
つ
の
が
ん
細

胞
が
、
検
査
で
見
つ
け
ら
れ
る
大
き
さ

（
約
１
cm
）
に
な
る
ま
で
に
は
、
10
～

15
年
以
上
の
時
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
１
cm
の
が
ん
が
２
cm
に
な
る

に
は
、
が
ん
の
部
位
に
よ
り
差
は
あ
り

ま
す
が
、
1
～
2
年
程
度
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
早
期
が
ん
と
呼
ば
れ
る
の
は

直
径
２
cm
く
ら
い
ま
で
で
す
の
で
、
次

の
検
診
の
期
間
ま
で
に
が
ん
細
胞
が
大

き
く
成
長
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
得

る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
肺
が
ん
・
胃

が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
は
毎
年
、
子
宮

頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
2
年
に
1
度

受
け
ま
し
ょ
う
。

■
が
ん
検
診
を
受
け
る
た
め
に
は

40
歳
以
上
の
方（
子
宮
頸
が
ん
／
子
宮

体
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
の
女
性
）に

が
ん
検
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
届

い
て
い
な
い
、
も
し
く
は
紛
失
し
た
方

は
、
健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
検
診
の
種
類
に
よ
り
、
対

象
年
齢
や
自
己
負
担
金
、
集
団
検
診
の

日
程
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

本
紙
5
月
1
日
号
と
同
時
配
布
の
「
保

健
衛
生
事
業
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
詫
び
と
訂
正

7
月
上
旬
に
発
送
し
ま
し
た
「
平
成
27

年
度
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
ん
検
診
の
ご

案
内
」の
子
宮
頸
が
ん
検
診
実
施
医
療

機
関
一
覧
の
今
泉
産
婦
人
科
医
院
の
電

話
番
号
が
「
62
・
７
１
２
３
」と
あ
る
の

は
、
正
し
く
は
「
62
・
７
１
７
３
」で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

	
9
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す

	
あ
な
た
と
、
あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、

	
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ	�

健
康
増
進
課（
☎
39
・
９
１
３
６
）

資料提供：NPO法人ブレイブサークル
　　　　　運営委員会

■表 1　男女別の部位別患者数（り患数）（平成 23 年）

　　　 順位
性別 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位

男性 胃 前立腺 肺 大腸 肝臓

女性 乳房 大腸 胃 肺 子宮



23

相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

豊橋市の人口と世帯
（平成 27 年 7月1日現在）

●人口　378,528 人（前月比 133 人減）
　　　 ［男189,905 人／女 188,623 人］
●世帯　152,417世帯（前月比82世帯減）
※このうち外国人は 13,667 人／ 6,753 世帯

今月の納税
市県民税　第 2 期分
国民健康保険税　第 2 期分
納期限　8月31日㈪
早めにお近くの金融機関、ゆうちょ銀行・郵便局ま
たはコンビニエンスストア（バーコード印字のある
納付書のみ）で納めましょう。納税には手間のかか
らない口座振替の制度が便利です。
問い合わせ：納税課（☎ 51・2235）

豊橋市内の平成27年6月の交通事故（人身）

［　］は平成26年6月、（　）は平成27年の合計
●件数	 240 件	 ［262 件］	（	1,454 件）
●死者	 0 人	［　0 人］	（	　　3 人）
●傷者	 295 人	［336 人］	（	1,821 人）
※�夜間はスピードを落とすなど十分注意して

運転しましょう

　

わくわく活動ひろば
　　　　　　豊橋市では、みなさんからの寄附などによるトヨッキー基金（市民協働推進補助金）から、社会に役立つ活動に市民協働推進

　　　　　　補助金を交付しています。この補助金によるNPOや自治会などの活動を紹介します。

ま
ち
づ
く
り
相
談
会

豊
橋
空
襲
を
語
り
つ
ぐ
会

トヨッキー基金への寄附は、随時受け付けしています。この基金への寄附は税金の優遇措置があります。
詳しくは市民協働推進課（☎51・2483     http://www.city.toyohashi.lg.jp/5230.htm）

［寄附累計］
	　6,717,914 円（平成 19 年度から）
	　　267,502 円（平成 27 年度受入分）

　

高
齢
化
が
進
む
今
、
孤
立
化
や
引
き
こ
も
り
の
予
防
と
し
て
、
私

た
ち
は「
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
」を
目
標
に
、
料
理
教
室
・
小
物
作

り
教
室
・
学
習
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
会
を
立

ち
上
げ
て
4
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

今
年
5
月
か
ら
新
た
に
「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
え
ん
が
わ
」を
始
め

ま
し
た
。
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
で
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、

お
菓
子
を
つ
ま
み
な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
心
や
体
が
元
気
に
な
る
、
そ
ん
な
居
場
所
を
作
り
た
い
と
い
う

思
い
で
始
ま
っ
た
カ
フ
ェ
で
す
。豊
岡
地
区
市
民
館（
西
岩
田
四
丁
目
）

で
月
に
1
回
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
は
白
玉
粉
で
手
軽
に
で

き
る
「
う
ぐ
い
す
餅
」を
作
っ
て
、

み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
ま
た
作
り
た

い
」
と
好
評
で
し
た
。
秋
に
は

牛
乳
パ
ッ
ク
で
簡
単
な
小
物
入

れ
を
作
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
シ
ニ
ア
を
中
心
に
お

知
ら
せ
を
し
て
、
よ
り
多
く
の

人
が
立
ち
寄
れ
る
「
カ
フ
ェ
」を

目
指
し
て
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
友
人
な

ど
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ
一
度
お
越

し
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
相

談
会　
鈴
木（
☎
88
・
２
１
８
３
）

　

私
た
ち
の
会
は
、
昭
和
45
年
6
月
19
日
・
20
日
に
か
け
て
の
豊
橋

大
空
襲
な
ら
び
に
、
豊
橋
に
お
け
る
全
て
の
空
襲
に
お
い
て
、
そ
の

戦
争
体
験
を
伝
え
、
記
録
す
る
こ
と
を
通
じ
、
平
和
へ
の
願
い
を
広

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
元
年
4
月
18
日
に
市
民
有
志
で
結

成
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
と
な
る
た
め
、
豊
橋
空
襲
に
よ
る

犠
牲
者
６
２
４
人
、
市
内
が
焦
土
と
な
っ
た
歴
史
的
事
実
、
戦
争
と

空
襲
の
惨さ

ん

禍か

な
ど
、
平
和
の
大
切
さ
を
広
く
伝
え
る
た
め
、
新
し
く

体
験
記
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

記
憶
に
残
る
年
齢
を
仮
に
10
歳
と
す
る
と
、
豊
橋
空
襲
の
体
験
者

は
、
す
で
に
80
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
空
襲
体
験
を
文
字
化
し
、
絵

画
化
す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
、
空
襲
の
模
様
や
貴
重
な
体
験
を
記

録
に
残
す
と
同
時
に
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
戦
争
の
悲
惨
さ

と
平
和
の
大
切
さ
を
学
び
、
後
世
に
伝
え
ま
す
。

　

私
た
ち
の
会
で
は
今
ま
で
に
6
冊
の
豊
橋
空
襲
体
験
記
を
発
行
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
発
行
の
「
続　
豊
橋
空
襲
体
験
記
」は
体
験
画
31

点
を
カ
ラ
ー
で
掲
載
し
、
豊
橋
空
襲
で
犠
牲
に
な
っ
た
６
２
４
人
の

う
ち
身
元
の
判
明
し
た
６
１
１
人
の
名
簿
と
体
験
記
44
篇
を
加
え
て

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
発
行
し
た
体
験
記
を
元
に
普
及
活
動
を
行
い
、
豊
橋
空
襲

を
後
世
に
語
り
継
ぎ
ま
す
。
再
び
戦
争
を
し
な
い
、
戦
争
犠
牲
者
を

出
さ
な
い
、平
和
を
守
る
た
め
に
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

豊
橋
空
襲
を
語
り
つ
ぐ
会
事
務
局（
☎
43
・
５
０
２
０
）

うぐいす餅を作っているようすおしゃべりカフェえんがわ

続　豊橋空襲体験記



点字広報・声の広報を発行しています
目の不自由な方などのために、広報とよはしの点字版と
CD・カセットテープ版を月2回発行しています。
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財
源
確
保
を
目
的
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
広
告
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
広
告
主
に
帰
属
し
、
取
扱
商
品
等
に
つ
い
て
は
、
市
が
必
ず
し
も
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
容
に
つ
い
て
は
直
接
広
告
主
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

全
面
広
告

8.15

全
面
広
告


